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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
１
年
、

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
市
と
な
り
３
年

目
を
迎
え
た
今
年
。
本
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
２
０
０
７
年
に
起
き
た
主
な
出
来
事
を
中
心
に
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

　

鳴
瀬
川
と
吉
田
川
を
ま
た
ぐ

「
東
松
島
大
橋
」が
３
月　

日（
水
）

28

に
開
通
し
ま
し
た
。

　

総
事
業
費　

億
６
、０
０
０
万

33

円
を
か
け
て
平
成　

年
度
か
ら
県

16

が
取
り
組
ん
で
き
た
橋
の
建
設
。

　

小
野
橋
の
北
西
約　

�
上
流
に

800

建
て
ら
れ
、国
道　

号
を
結
び
、三

45

陸
自
動
車
道
鳴
瀬
奥
松
島
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
正
面
に
通
じ
て

い
ま
す
。全
長　

�
、片
側
2
・
5

385

�
の
歩
道
を
含
め
た
幅
員
は
約　
11

�
で
大
型
車
も
通
行
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成　

年
の
宮
城
県
北
部
連
続

15

地
震
で
被
災
し
、通
交
不
能
に

な
っ
た
小
野
橋
に
代
わ
る
新
橋
と

し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
え
る
こ
の
橋
の
完
成
で
、

交
通
の
形
態
も
変
化
が
み
ら
れ
国

道
の
交
通
量
緩
和
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

東
松
島
大
橋
開
通

▲高松地区から三陸自動車道へ一直線

2007

▲相澤富雄さん夫婦（西福田）ら親子三代を先頭に500人が渡り初め
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青果市場は

　本市赤井南三囲地区へ

公立深谷病院が民営化

　「石巻ロイヤル病院」に

石巻港IC

三陸道�

陸前赤
井駅�

県道石巻港インター線�

R45

農道�

移転予定地�

▲市場移転予定地の赤井南三囲地区

▲現在の石巻ロイヤル病院
�調印式で握手をかわす４者

　

公
立
深
谷
病
院
が
民
営
化
さ
れ

ま
し
た
。同
病
院
は
、昭
和　

年
の

28

開
設
以
来
、石
巻
管
内
に
お
け
る

地
域
医
療
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、石
巻
市

立
病
院
が
開
設
さ
れ
た
平
成　

年
10

度
か
ら
赤
字
経
営
に
転
落
。宮
城

県
北
部
連
続
地
震
の
影
響
も
あ
り
、

最
終
的
に
は
総
額
で　

億
２
、０

55

０
０
万
円
の
負
債
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
負
債
を
め
ぐ
り
、本
市
と
石

巻
市
で
負
担
割
合
を
め
ぐ
り
意
見

が
対
立
。度
重
な
る
協
議
と
仙
台

弁
護
士
会
の
紛
争
解
決
支
援
セ
ン

タ
ー
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
負
担
割

合
が　

：

　

と
な
り
ま
し
た
。

30

70

　

そ
の
後
、経
営
委
譲
先
の
公
募

を
開
始
。県
内
１
、県
外
１
法
人
の

応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、埼
玉

県
所
沢
市
の「
医
療
法
人
啓
仁
会
」

へ
の
委
譲
が
決
ま
り
ま
し
た
。名
称

も「
石
巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院
」と
改
め

ら
れ
、内
科
、外
科
、リ
ウ
マ
チ
、リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
４
科　

床
で
、

42

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
ふ
か

や
」も
併
設
さ
れ
９
月
１
日
に
開

院
し
ま
し
た
。

負
債
の
負
担
割
合

本
市　

％
、石
巻
市　

％

30

70

　

７
月　

日（
火
）、本
市
へ
の
青

10

果
市
場
の
移
転
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

青
果
市
場
の
移
転
は
、（
株
）石

巻
青
果（
近
江
恵
一
社
長
）が
現
施

設
の
老
朽
化
と
手
狭
さ
に
よ
り
移

転
先
を
探
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。石
巻
青
果
で
は
今
年
に

入
り
、本
市
赤
井
南
三
囲
地
区
、石

巻
市
の
蛇
田
新
立
野
地
区
、新
沼

田
地
区
、須
江
地
区
の
４
カ
所
に

候
補
地
を
絞
り
、調
査
検
討
さ
れ

ま
し
た
。最
終
的
に
周
辺
環
境
や

利
便
性
、将
来
の
発
展
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
理
由
に
赤
井
南
三
囲

地
区
が
移
転
予
定
地
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

本
市
で
は
現
在
、各
種
許
認
可

な
ど
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、８

月
１
日（
水
）、石
巻
青
果
花
き
地

方
卸
売
市
場
移
転
整
備
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
。青
果

市
場
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、市
場
が
県
の
卸
売
市

場
整
備
計
画
の
中
で
、県
北
の
地

域
拠
点
市
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、県
と

協
議
し
な
が
ら
準
備
を
本
格
化
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

環
境
、利
便
性
、

将
来
性
を
考
慮
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世界遺産登録への動き
　

日
本
三
景
松
島
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
を
目
指
し
て
、宮
城

県
と
本
市
、塩
釜
市
、松
島
町
、

七
ヶ
浜
町
、利
府
町
の
２
市
３

町
が
９
月　

日（
金
）に
提
案
書

２８

を
文
化
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

「
松
島－

貝
塚
群
に
み
る
縄

文
の
風
景
」と
い
う
縄
文
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
ま
す
が
、住
民
へ
の
説
明
会

で
は
地
域
住
民
か
ら
の
規
制
強

化
へ
の
不
安
の
声
が
続
出
し
ま

し
た
。そ
の
後
も
話
し
合
い
を

重
ね
、保
存
計
画
の
見
直
し
に

地
元
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
で
共
同
提
案
の
合
意
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、保
存
計
画
の
具
体

的
な
見
直
し
を
進
め
、行
政
だ

け
で
は
な
く
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
計
画
策
定
に
む
け
て
進

ん
で
い
き
ま
す
。

▲みんなが納得できる世界遺産登録に向けて

協働のまちづくり本格化
　

今
年
度
は
市
民
・
市
民
団
体
・

企
業
・
事
業
者
・
住
民
自
治
組
織

（
自
治
会
）な
ど
と
市
役
所
が
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む「
協
働
」の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が

本
格
化
し
ま
し
た
。平
成　

年
21

度
か
ら
の
本
格
的
実
施
に
向
け
、

各
地
域
や
市
職
員
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
に
あ
わ
せ
て
４
月

１
日
に
市
内
８
個
所
に
市
民
セ

ン
タ
ー
を
開
設
。各
地
域
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

す
る
ほ
か
、身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
サ

ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、市
民
憲
章
や
基
本

条
例
の
制
定
、地
域
自
治
体
組

織
や
地
域
交
付
金
の
検
討
な
ど

を
行
い
、　

年
度
か
ら
の
取
り

21

組
み
に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。 ▲１人ひとりの力がまちづくりへの原動力です

粗大ごみの有料化開始
　

粗
大
ご
み
の
収
集
・
受
入
が

　

月
１
日（
月
）か
ら
有
料
と
な

10り
ま
し
た
。こ
れ
は
、ご
み
が
増

え
続
け
る
現
状
で
、処
理
費
用

を
排
出
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

よ
り
公
平
性
を
確
保
し
よ
う
と

い
う
こ
と
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し

た
。有
料
化
の
対
象
と
な
る
の

は
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
う
ち
、原
則
と
し
て
最
長

の
辺
が　

�
以
上
の
も
の
で
す
。

40

現
在
は
、処
理
券
を
購
入
し
粗

大
ご
み
に
貼
り
、戸
別
収
集
を

お
願
い
す
る
か
、鳴
瀬
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
へ
自
分
で
搬

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

有
料
化
に
伴
い
、不
法
投
棄

の
増
加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。不

法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。市
と
し

て
は
、各
地
区
の
環
境
衛
生
推

進
員
な
ど
と
協
力
し
、連
携
し

て
監
視
を
強
め
て
い
き
ま
す
。 ▲有料化前に集積所に出された粗大ごみ

住宅防音工事区域見直し
　

住
宅
防
音
工
事
の
対
象
区
域

と
な
っ
て
い
る
第
一
種
区
域
な
ど

に
つ
い
て
、区
域
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、国
の
区

域
指
定
解
除
告
示
に
よ
る
も
の

で
す
。こ
れ
ま
で　

年
が
経
過
し
、

20

航
空
機
に
よ
る
騒
音
状
況
に
変

化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、市
民
の
生
活
環

境
改
善
の
た
め
、住
宅
防
音
区

域
の　
 
W 
へ
の
拡
大
、騒
音
評
価

※　
70

の
適
正
な
評
価
方
法
の
導
入
、

航
空
機
騒
音
の
再
調
査
の
た
め

の
騒
音
測
定
器
増
設
、ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
の
訓
練
に
よ
る
危
険

に
対
す
る
適
切
な
処
置
な
ど
を

国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

※
W（W

E
C
P
N
L

）…
国
際
民
間
航

空
機
関
が
定
め
て
い
る
航
空
機
一
日

の
騒
音
音
量
を
評
価
す
る
国
際
単
位

の
こ
と
。一
般
的
に
は「
う
る
さ
さ
指

数
」と
い
う
。

▲見直しにより対象地区が縮小
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市役所が課・係制から部制へ
　

市
役
所
が
４
月
１
日（
日
）か

ら
新
し
い
組
織
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、従
来
の

課
・
係
制
か
ら
、部
・
課
・
班
制
へ

と
見
直
す
こ
と
で
、よ
り
効
率

的
な
行
政
運
営
を
目
指
す
こ
と

が
目
的
。こ
れ
ま
で
も
時
代
の
要

請
や
市
民
の
要
望
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、改
編
や
廃
止
、整

理
統
合
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

本
格
的
な
地
方
分
権
社
会
を
迎

え
る
に
あ
た
り
地
域
の
実
情
や

課
題
を
よ
り
適
切
に
と
ら
え
る

た
め
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、助
役
の
権
限
だ
っ

た
も
の
の
一
部
を
部
長
職
に
付

与
す
る
こ
と
で
、よ
り
迅
速
な

住
民
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、市
民
の
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

▲今までどおりのサービスで効率的に

嵯峨渓遊覧乗船者３０万人突破
　

８
月　

日（
金
）、 嵯  
峨  
渓 
遊

さ 

が 

け
い

24

覧
船
の
乗
船
者
が　

万
を
突
破

30

し
ま
し
た
。

　

嵯
峨
渓
遊
覧
船
は
、旧
鳴
瀬

町
時
代
に
操
業
を
開
始
。岩
手

県
一
関
市
の 
猊  
鼻 
渓
、大
分
県

げ
い 

び

中
津
市
の 
耶  
馬  
渓 
と
並
ぶ
日
本

や 

ば 

け
い

三
大
渓
と
し
て
、多
く
の
観
光

客
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き　

万
人
目
と

30

な
っ
た
の
は
、千
葉
県
習
志
野

市
で
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る

熱
海
正
光
さ
ん
。熱
海
さ
ん
は

市
内
牛
網
地
区
の
出
身
で
、墓

参
り
の
た
め
に
帰
郷
し
乗
船
し

て
の
出
来
事
で
し
た
。熱
海
さ

ん
は　

万
人
目
と
な
り
と
て
も

30

驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、副
市
長

か
ら
記
念
証
と
奥
松
島
産
の
海

産
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲嵯峨渓の絶景に癒されてみませんか

一般廃棄物最終処分場完成
　

４
月
１
日（
日
）、市
内
大
塩

地
区
に
最
終
処
分
場
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

最
終
処
分
場
は
、平
成　

年
13

度
事
業
着
手
。総
事
業
費
約　
12

億
４
０
０
０
万
円
を
か
け
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。施
設
内
は
廃

棄
物
を
埋
め
立
て
る
大
き
な

プ
ー
ル
の
よ
う
な
形（
容
量
約

３
８
、０
０
０
立
方
�
）を
し
、

中
間
処
理
後
の
粗
大
ご
み
の 
残 

ざ
ん

 
渣 
や
ご
み
焼
却
施
設
か
ら
の
焼

さ却
残
渣
な
ど
を
埋
め
立
て
る
形

式
を
と
っ
て
い
ま
す
。敷
地
内

に
は
、浸
出
水
処
理
施
設
や
調

整
池
な
ど
が
あ
り
、現
在
は
、浸

出
水
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、今
後　

年
間

15

使
用
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た

が
、ご
み
の
減
量
化
を
図
り
そ

れ
以
上
の
使
用
を
目
指
し
ま
す
。

▲ごみを減量化して長く使いたいですね

Higashimatsushima Flashback －2007年の記録－
ここでは、そのほかの主な出来事を紹介します（日にち）。

１
月　

え
ん
ず
の
わ
り（　

）▼
皇
室

11

へ
の
り
を
献
上（　

）
11

２
月　

大
塚
地
区
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

３
月　

市
内
小
中
学
校
、幼
稚
園
で

卒
業
・
園
式（
9
〜　

）
20

４
月　

市
民
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

（
1
）▼
市
内
小
中
学
校
、幼
稚
園
で

入
学
式（
9
〜　

）
11

５
月　

市
報
へ
広
告
掲
載
ス
タ
ー
ト

（
1
〜
）▼
奥
松
島
ま
つ
り（　

）▼
東

13

松
島
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ（　

、　

）

26

27

６
月　

ゆ
ぷ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
1
）▼

総
合
防
災
訓
練（　

）▼
マ
リ
ー
ゴ
ー

10

ル
ド
植
栽（
矢
本
3
、鳴
瀬　

）
17

７
月　

�
海
と
大
地
�子
ど
も
ふ
れ
あ

い
事
業（　

〜　

）

27

30

８
月　

大
林
初
等
学
校
相
互
交
流
事

業（
2
〜
6
）▼
北
赤
井
地
区
や
さ
い

ま
つ
り（　

）▼
鳴
瀬
流
灯
花
火
大
会

12

（　

）ゆ
ぷ
と
入
場
者　

万
人
達
成

16

20

（　

）▼
東
松
島
夏
ま
つ
り（　

）▼
航

18

25

空
祭（　

）
26

９
月　

日
本
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
開
催（
7
〜　

）▼
と
っ
て
お

10

き
の
音
楽
祭（　

）
30

　

月　

プ
レ
D
C
ス
タ
ー
ト（
1
〜
）

10▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
開
始

（
1
）▼
有
明
街
区
公
園
オ
ー
プ
ン

（
6
）▼
定
川
ク
リ
ー
ン
作
戦（　

）▼

14

市
民
文
化
祭（　

・　

）

27

28

　

月　

農
業
祭（
3
）▼
市
民
文
化
祭

11（
3
・
4
）▼
東
松
島
カ
キ
ま
つ
り

（　

）▼
や
も
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

11
（　

）
25



市報ひがしまつしま　12月号 6

市市
政政
発発
展展
へへ
のの
尽尽
力力
にに
感感
謝謝

市
政
発
展
へ
の
尽
力
に
感
謝

市
政
発
展
へ
の
尽
力
に
感
謝

　
　

月
８
日（
木
）、平
成　

年
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
市
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

11

19

今
年
度
の
表
彰
式
に
は
、来
賓
を
は
じ
め
関
係
者
な
ど　

人
が
参
加
。阿
部
市
長
か
ら　

個
人
と
2
団
体
に
表
彰
状

180

48

が
、　

個
人
と
7
団
体
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

23

　

こ
こ
で
は
、表
彰
式
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
、各
種
叙
勲
・
褒
章
、文
化
の
日
知
事
表
彰
と
大
臣
表
彰
、各
種
功

労
者
の
紹
介
し
ま
す（
敬
称
は
省
略
い
た
し
ま
す
）。

表
彰
状
贈
呈
者

【
自
治
功
労
】八
木
繁
次（
現
市
議

会
議
員
／

鹿
妻
一
）▼
渡
邊
勝（
同
／

寺
）▼
�
橋
定
男（
現
行
政
区
長
／

南
一
）

【
教
育
文
化
功
労
】関
弘
爾（
現
市

剣
道
連
盟
副
会
長
／

小
野
上
）▼
木

村
茂（
同
理
事
／

上
河
戸
三
）▼
板

倉
敏
晃（
現
矢
本
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
副
会
長
／

横
沼
二
）▼
木
村

順
一（
現
矢
本
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
会
指
導
員
／

南
一
）▼
渡
辺
博

（
現
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
審
判

員
／

貝
殻
塚
二
）▼
佐
々
木
敦（
現

市
体
育
協
会
副
会
長
／

亀
岡
南
）▼

松
谷
武
之（
現
分
館
主
事
／

大
溜
）

▼
土
井
宗
雄（
前
分
館
長
／

作
田

浦
）

【
民
生
安
定
功
労
】亀
山
康
雄（
現

民
生
児
童
委
員
／

大
島
）▼
小
野
寺

富
久
子（
同
／

関
の
内
三
）斎
藤
昭

治（
同
／

横
沼
西
）▼
内
海
信
也（
同

／

高
松
）▼
村
田
弘（
同
／

新
町
）

【
保
健
衛
生
功
労
】医
療
法
人
医
徳

会
▼
佐
々
木
紀
夫（
献
血
回
数　
100

回
以
上
／

南
二
）▼
土
井
一
朗（
現

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

／

筒
場
）▼
長
江
陸
郎（
現
環
境
衛

生
推
進
員
・
保
健
推
進
員
／

上
町

一
）▼
高
橋
清
三（
同
／

上
浜
二
）▼

阿
部
大（
同
／

柳
上
）▼
佐
藤
悦
郎

（
同
／

表
）

【
調
査
統
計
功
労
】相
澤
良
勝（
現

統
計
調
査
員
／

下
浜
一
）▼
片
倉
勇

規（
同
／

下
小
松
）▼
黒
澤
敏
秋（
同

／

裏
二
）▼
大
崎
和
夫（
同
／

裏
二
）

▼
内
海
大
和（
同
／

大
塚
）

【
建
設
功
労
】後
藤
典
雄（
現
土
木

員
／

高
松
）

【
消
防
防
災
功
労
】▼
佐
藤
守（
現

消
防
団
部
長
／

立
沼
）▼
阿
部
仁
一

（
同
／

上
納
）▼
菊
地
年
雄（
同
／

下

小
松
）▼
木
村
静
彦（
同
／

南
一
）▼

勝
又
久
義（
同
／

柳
北
）▼
千
葉
節

男（
同
／

裏
二
）▼
村
上
正
行（
同
／

小
野
上
）▼
遠
藤
忠
行（
同
／

根
古
）

▼
櫻
井
忠（
同
／

西
福
田
下
）▼
櫻

井
豊（
同
／

浅
井
）▼
夷
塚
正
夫（
同

／

亀
岡
東
）

【
治
安
功
労
】関
口
進
郎（
現
市
防

犯
実
働
隊
班
長
／

上
町
一
）▼
扇
恒

夫（
同
／

作
田
浦
）▼
佐
藤
彰
男（
同

／

筒
場
）▼
土
井
忠
雄（
同
／

八
幡
）

▼
横
山
輝
男（
同
／

沢
田
）▼
佐
藤

静
男（
同
／

塩
入
）

【
産
業
特
別
功
労
】大
塚
地
区
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー（
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
）▼
相
澤
幸
美（「
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
の
主
張
」全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
／

手
招
）

【
教
育
文
化
特
別
功
労
】西
城
研

（
高
円
宮
杯
日
本
武
道
館
書
道
展

高
円
宮
賞
と
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
／

東
京
都
板
橋
区
）▼
佐
藤
優

（
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
砲

丸
投
げ
で
優
勝
／

洲
崎
）

感
謝
状
贈
呈
者

●
行
政
区
協
力
員
＝
及
田
政
行

（
上
河
戸
二
）▼
土
井
ミ
サ
子（
下

町
一
）▼
新
田
ヒ
デ
コ（
下
町
一
）

▼
中
塩
哲
雄（
下
町
二
）▼
葛
西
す

さ
子（
下
町
四
）▼
遠
藤
静
男（
下

町
五
）▼
宍
倉
武
史（
東
大
溜
）▼

土
居
惠
美
子（
東
大
溜
）▼
布
施
行

雄（
関
の
内
三
）▼
木
村
久
美
子

（
関
の
内
三
）▼
佐
藤
あ
や
子（
作

田
浦
）▼
土
井
光
弥（
浜
須
賀
）▼

浅
野
か
ね
子（
前
里
）▼
及
川
吉
彦

（
下
小
松
）▼
片
倉
り
ゆ
う
子（
下

小
松
）▼
佐
藤
三
郎（
横
沼
一
）▼

桐
生
や
う
子（
横
沼
二
）▼
永
沼
春

雄（
貝
殻
塚
一
）▼
相
澤
昭
吾（
上

浜
二
）▼
佐
々
木
忠
男（
根
古
）▼

小
田
嶋
鶴
治（
平
岡
）

●
交
通
安
全
に
寄
与
＝
鈴
木
正

（
川
下
）

●
環
境
美
化
活
動
＝
上
街
道
フ
ラ

ワ
ー
ア
ベ
ニ
ュ
ー
推
進
協
議
会

●
地
域
振
興
に
寄
与
＝
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
牛
網

●
地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与
＝

奥
松
島
交
流
サ
ー
ク
ル
▼
と
っ
て

お
き
の
音
楽
祭　

東
ま
つ
し
ま
実

in

行
委
員
会

●
河
川
環
境
の
保
全
美
化
＝
中
下

区
▼
鳴
瀬
川
の
水
辺
を
き
れ
い
に

す
る
会

●
レ
ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ
装
置
寄
付
＝

有
限
会
社
石
垣
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

●
人
名
救
助
＝
尾
形
善
久（
里
南
）

平成19年

市政功労者
表彰式
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市政発展の尽力に感謝

大
臣
感
謝
状

【
防
衛
大
臣
感
謝
状
】千
葉
三
男

（
市
商
工
会
長
、宮
城
県
国
防
研
究

会
長
／

駅
前
）

【
総
務
大
臣
感
謝
状
】瀧
健
一（
現

市
議
会
議
員
／

小
野
上
）

学
校
教
育
功
労

【
宮
城
県
教
育
功
績
者
表
彰
】津
田

眞
一（
現
市
立
矢
本
東
小
学
校
長
／

四
反
走
）

学
校
保
健
功
労

【
宮
城
県
教
育
功
績
者
表
彰
】土
井

一
朗（
学
校
薬
剤
師
／

筒
場
）▼
千

葉
信
一（
同
／

東
名
元
場
）

社
会
体
育
功
労

【
宮
城
県
教
育
功
績
者
表
彰
】大
崎

喜
三（
前
市
体
育
協
会
長
／

上
町

一
）

【
宮
城
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会

表
彰
】遠
藤
秀
敏（
市
体
育
指
導
委

員
／
御
下
）

【
宮
城
県
体
育
協
会
表
彰
】渡
邊
登

（
躰
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
指

導
者
／

六
槍
）▼
野
蒜
小
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
▼
宮
戸
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
▼
鳴
瀬
・
野
蒜
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▼
扇
昭（
市
柔

道
協
会
顧
問
／

上
町
一
）

公
衆
衛
生
事
業
功
労

【（
社
）宮
城
県
公
衆
衛
生
団
体
連

合
会
会
長
表
彰
】佐
藤
三
郎（
市
環

境
衛
生
推
進
員
／

横
沼
一
）▼
鈴
木

一
郎（
同
／

高
松
）▼
木
島
和
夫（
同

／

洲
崎
）

【
宮
城
県
石
巻
保
健
所
長
表
彰
】伊

澤
孝（
市
環
境
衛
生
推
進
員
／

東
名

新
場
）▼
小
野
正
三（
同
／

東
名
元

場
）▼
渋
川
義
次（
同
／

横
沼
東
）▼

酒
井
久
夫（
同
／

前
柳
）

統
計
功
労

【
経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局

調
査
部
長
感
謝
状
】木
村
隆
夫（
現

統
計
調
査
員
／

浅
井
）

【
宮
城
県
統
計
協
会
長
表
彰
】齋
藤

憲
正（
現
市
統
計
調
査
員
／

御
下
）

▼
阿
部
正
躬（
同
／

照
井
）▼
佐
々

木
一
郎（
同
／

上
小
松
）▼
高
野
宗

延（
同
／

下
町
三
）▼
�
山
よ
し
子

（
同
／

上
町
二
）▼
小
野
重
美（
同
／

月
浜
）

【
宮
城
県
調
査
委
員
連
合
会
協
議

会
会
長
感
謝
状
】志
野
益
郎（
現
市

統
計
調
査
員
／

新
町
）

民
生
・
福
祉
功
労

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰
】市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会（
優
良
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
）

国
民
健
康
保
険
功
労

【
宮
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
理
事
長
表
彰
】石
川
儀
一
郎

（
前
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
長
／

南
一
）▼
大
野
安
文（
市
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
／

立
沼
）

人
権
擁
護
活
動
功
労

【
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰
】吉

田
國
夫（
現
市
人
権
擁
護
委
員
／

南

五
）

【
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

表
彰
】山
本
久（
同
／

亀
岡
南
）

交
通
安
全
・
防
犯
功
労 

【
宮
城
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
】

千
葉
敬
子（
市
交
通
安
全
指
導
隊

班
長
／

小
野
上
）▼
香
川
栄
子（
同
／

浅
井
）▼
奥
田
悦
子（
同
／

小
分
木
）

【
東
北
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
表

彰
】渋
谷
公（
市
防
犯
協
会
副
会
長

／

八
幡
）

消
防
防
災
功
労

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】櫻
井
清
一

（
消
防
団
副
団
長
／

小
分
木
）▼
成

澤
孝
一（
同
／

浅
井
）▼
及
川
繁
喜

（
消
防
団
統
括
分
団
長
／

根
古
）

【
宮
城
県
知
事
永
年
勤
続
表
彰
】後

藤
正
己（
現
消
防
団
班
長
／

高
松
）

▼
櫻
井
賢
壽（
同
／

里
北
）▼
遠
藤

忠（
現
消
防
団
員
／

高
松
）

そ
の
他
の
功
労

【
す
ば
ら
し
い
み
や
ぎ
を
創
る
協
議

会
会
長
表
彰
】上
街
道
フ
ラ
ワ
ー

ア
ベ
ニ
ュ
ー
推
進
協
議
会
▼
北
赤

井
地
区
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
推
進
委

員
会

春
の
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
単
光
章
】

菅
井
宗
夫（
元
矢
本
町
消
防
団
長
／

沢
田
）

第
9
回
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】

伊
澤
寛（
元
自
衛
官
／

小
野
下
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

阿
部
正
也（
元
自
衛
官
／

貝
田
）

死
亡
叙
位
・
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】

故
尾
形
壽（
元
鳴
瀬
町
教
育
委
員

会
教
育
長
／

新
町
）

【
正
六
位 
瑞
宝
双
光
章
】

故
玉
山
成
仁（
元
矢
本
町
立
矢
本

第
一
中
学
校
長
／

下
町
一
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

大
臣
表
彰

【
総
務
大
臣
表
彰
】手
代
木
四
郎

（
現
行
政
相
談
員
／

平
岡
）

知
事
表
彰

【
地
方
自
治
功
労
】阿
部
勝
巳（
元

矢
本
町
議
会
議
員
／

中
）▼
小
山
忠

（
同
／

上
浜
二
）

【
教
育
文
化
功
労
】三
浦
絢
子（
現

宮
城
県
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
長
／

下
町
一
）

【
消
防
防
災
功
労
】成
澤
孝
一（
現

市
消
防
団
副
団
長
／

浅
井
）▼
阿
部

賢
一（
現
市
消
防
団
副
団
長
／

照

井
）

【
調
査
統
計
功
労
】佐
藤
雄
彦（
現

統
計
調
査
員
／

四
反
走
）

三浦　正志
（現東松島市統計調査員/上河戸一）

相澤　富雄
（元矢本町消防団副団長/塩入）

高橋　貞雄
（元鳴瀬町議会議員/亀岡南）

各
種
功
労
者
の
皆
さ
ん

大
臣
表
彰
・
知
事
表
彰
受
賞
者

各
種
叙
勲
、褒
章
受
賞
者

【
旭
日
単
光
章
】

高
齢
者
叙
勲
受
章
者

秋
の
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
単
光
章
】
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市市のの家計簿家計簿

��財政公表財政公表��
このページでは、市の平成18年度決算の状況と平成19　このページでは、市の平成18年度決算の状況と平成19

年度予算がどのようなものに使われているかを、市民の皆年度予算がどのようなものに使われているかを、市民の皆

さんになじみのある家計簿に置き換えてお知らせします。さんになじみのある家計簿に置き換えてお知らせします。

医
療
費
、福
祉
分
野
の 

歳
出
増
加

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
決
算

18

額
は
、市
に
入
っ
て
き
た
お
金（
歳

入
）が　

億
５
、５
７
０
万
円
、

160

使
っ
た
お
金（
歳
出
）は　

億
５
、

156

８
２
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。前

年
度
と
比
較
す
る
と
、歳
入
で
は

1
・
8
％
、歳
出
で
は
1
・
5
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、市
の
歳
入
と

歳
出
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
か
ら
、歳
入
は
依
存
財
源

と
呼
ば
れ
る
国
や
県
か
ら
入
る
お

金
、市
債
に
頼
る
割
合
が
高
く
、歳

出
は
、医
療
費
な
ど
福
祉
分
野
に

多
く
の
お
金
を
使
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

一
般
家
庭
に
例
え
れ
ば
年
収　

万
320

円
で
1
、５
７
０
万
円
支
出

　

財
政
公
表
と
い
う
言
葉
は
普
段

聞
き
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

分
か
り
や
す
く
年
収　

万
円
の
家

320

庭
に
お
け
る
家
計
簿
に
例
え
た
表

平成18年度

決算報告

歳入合計�
161億円�

歳出合計�
157億円�

依存財源 114億円�

国からの配分�
（地方交付税）�
50億円�

○歳　入（収入）�○歳　出（支出）�

国や県から�
（国県支出金）�
27億円�

借金（市債）�
23億円�

消費税やガソリン税など�
（譲与税・交付金）�
14億円�

自主財源�
47億円�

市民の皆さん�
から（市税）�
32億円�

市民の皆さん�
から（市税）�
32億円�

諸収入�
5億円�

繰越金�
2億円�

その他�
8億円�

福祉に�
（民生費）35億円�

学校教育などに�
（教育費）22億円�

道路や公園などに�
（土木費）�
19億円�

税務、戸籍などに�
（総務費）�
20億円　�

ごみ処理や�
保健などに�
（衛生費）�
26億円�

借りたお金の�
返済に�
（公債費）�
14億円�

農林水産業に�
（農林水産業費）�
7億円�

消防に（消防費）9億円�

商業・観光に（商工費）2億円�

その他　3億円�

▲電卓の数字は一般会計と特別会計において使われたお金の総額です
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を
ペ
ー
ジ
の
上
段
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

一
般
の
家
庭
で
あ
れ
ば
給
料
で

一
年
間
の
生
活
を
賄
う
と
こ
ろ
で

す
が
、昨
年
、市
で
使
っ
た
お
金
は
、

表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
年
収　

万
320

円
に
対
し
、生
活
費
に
全
体
で
１
、

５
7
０
万
円
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、足
り
な
い
分
に
つ

い
て
は
、実
家（
国
や
県
な
ど
）か

ら
の
援
助
や
、銀
行
な
ど
か
ら
の

ロ
ー
ン（
市
債
）の
借
入
な
ど
で

補
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、市
は
給
料（
市
税
）

だ
け
で
は
生
活
出
来
な
い
の
で
す
。

深
谷
病
院
の
清
算
や
ま
ち
づ
く
り

基
金
が
支
出
増
加
の
要
因

　

で
き
る
限
り
給
料
以
外
の
収
入

に
頼
ら
ず
生
活
を
す
る
た
め
に
、

食
費（
人
件
費
）や
光
熱
水
費（
物

件
費
）な
ど
を
頑
張
っ
て
節
約
し

た
結
果
、全
体
に
占
め
る
割
合
は

前
の
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、医
療
費（
扶
助

費
）や
冠
婚
葬
祭
費（
補
助
費
な

ど
）の
支
出
額
が
、前
年
よ
り
も
増

加
し
た
た
め
全
体
の
額
が
増
え
ま

し
た
。冠
婚
葬
祭
費（
補
助
費
な

ど
）に
つ
い
て
は
、３
月
に
解
散
し

た
公
立
深
谷
病
院
に
対
す
る
清
算

負
担
金
を
一
時
的
に
支
出
し
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

ま
た
、防
災
基
金
や
ま
ち
づ
く

り
基
金
と
い
っ
た
貯
金（
積
立
金
）

も
前
の
年
と
比
較
し
て
大
幅
に
増

加
し
た
こ
と
も
、増
加
要
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
債
残
高　

億
円
増
加

12

　

市
債
と
は
、国
や
銀
行
か
ら
借

り
入
れ
る
借
入
金
の
こ
と
。単
に

資
金
不
足
を
補
う
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
年
に
つ
く
ら
れ
る
道
路
や
学

校
な
ど
を
つ
く
っ
た
時
の
人
だ
け

で
は
な
く
、将
来
利
用
す
る
人
に

も
公
平
に
負
担
し
て
も
ら
う
た
め

に
借
り
入
れ
る
も
の
で
す
。平
成

　

年
度
は
返
済
元
金
が　

億
８
、

１８

10

９
２
２
万
円
に
対
し
、借
り
入
れ

が　

億
４
、２
４
０
万
円
だ
っ
た

23
こ
と
か
ら
、　

億
５
、３
１
８
万
円

12

増
加
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
は
、一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
や
中
学
校
の
整

備
な
ど
大
規
模
な
事
業
を
実
施
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

特
別
会
計
の
状
況

　

特
別
会
計
と
は
、特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
、一
般
会
計
と
区
別
し
、

収
入
と
支
出
を
管
理
す
る
会
計
で

す
。

　

東
松
島
市
で
は
、国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
な
ど
全
部
で
７
つ
の

特
別
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。特

別
会
計
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市の家計簿

『家計簿に例えると』東松島市の財政を、分かりやすく皆さんの家計簿に置き換えてみました。
（収入の部）

市の一般会計決算額家計簿での割合

金額（億円)項　　　　　　目割合（％）金額（万円）項　　　　　　目

32市税20.2320給料など

41国・県支出金、譲与金など
56.4910実家からの援助（負担金等を含む）

50国からの配分（地方交付税）

23借金（市債）14.6230ローンでまかなう額

13諸収入（使用料や手数料）など7.8130貯金からの繰入、家賃収入など

2繰越金120前の年からの残金

161計1001,610計

（支出の部）※性質別で表しています

市の一般会計決算額家計簿での割合

金額（億円)項　　　　　　目割合（％）金額（万円）項　　　　　　目

29人件費（市長、職員、議員など）18.6290食費

16生活保護や医療助成など（扶助費）10.5160家族の医療費

14借りたお金の返済（公債費）8.8140ローンの返済

32投資的経費・維持補修費20.5320家の増改築、車の修理代など

17物件費（消耗品、委託料など）10.7170光熱水費などの日常生活費

25補助費など（団体補助、各種負担金など）16250冠婚葬祭費や町内会費

18繰出金（下水道、国保、介護保険など）11.4180子どもへの仕送りなど

6積立金（防災など）3.560貯金

157計1001,570計

市債の会計別残高 

平 成 1 8 年
度 末 残 高

借 り 入 れ
返　 済
（ 元　 金 ）

平 成 1 7 年
度 末 残 高

会 計 区 分

162億779
万円

23億4,240
万円

10億8,922
万円

149億5,461
万円

一 般 会 計

98億2,167
万円

6億4,070
万円

3億5,426
万円

95億3,523
万円

下水道事業
特 別 会 計

15億9,813
万円

0
8,390
万円

16億8,203
万円

農業集落排水
事業特別会計

276億2,759
万円

29億8,310
万円

15億2,738
万円

261億7,187
万円

計

特別会計の状況

歳出決算額歳入決算額特別会計名

42億1,423万円45億　626万円国 民 健 康 保 険

34億3,350万円35億1,792万円老 人 保 健

20億1,777万円20億6,794万円介 護 保 険

601万円639万円介護予防サービス事業

1億8,452万円1億8,709万円農 業 集 落 排 水 事 業

514万円548万円漁 業 集 落 排 水 事 業

18億5,233万円18億7,071万円下 水 道 事 業

※収入と支出の差額は来年への繰越金などです。また、割合については千円単位で算出しているので、表からの歳出と一致していません。
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【平成18年度に実施した主な事業】
　ここまでは平成18年度の決算状況です。行政サービスとして皆さんにお返ししたお金は１人当たりで、３５８,２００円と

なります。また、お預かりしたお金（市税）は、７４,２００円でした。

駅前広場整備事業　　　　 　 1,007.0万円
木造住宅耐震診断等対策事業　 1,721.9万円
特定防衛施設周辺整備事業（道路） 　6億2,248.6万円
公営住宅建設事業　　　　  　8,987.5万円

土

木

費

石巻広域消防負担金　　　 6億 890.3万円
消防施設管理事業　　　　 　 　732.0万円
消防施設建設事業　　　　 　 6,607.4万円
防災基金積立事業　　　　  　5,000.0万円

消

防

費

矢本第一中学校危険改築及び防音事業
　　　　　　　　　　　　 5億6,562.1万円
学校給食事業　　　　　　 2億8,367.1万円
図書館運営サービス事業　  　2,367.4万円
里浜貝塚史跡公園整備事業 　 8,029.3万円
社会体育施設管理運営事業 　 7,918.2万円

教

育

費

道路橋梁施設災害復旧事業　 6,921.2万円
住宅施設災害復旧事業　　 　 1,020.6万円
農業用施設災害復旧事業　  　2,404.5万円

災

害

復
旧
費

主
な
市
有
財
産
の
状
況

　市では、財産として皆さんが普段使用している道路や公民館、体育館などのほか、貯金（基金）や債権

などを所有しています。次に掲載しているのは主な財産の状況です。

○土地　 2,876,851.3�

　※公園や学校用地など

○財政調整基金　 713,371,742円

○減債基金　 219,925,724円

○防災基金 　150,131,258円

○まちづくり基金 　500,501,016円

○建物 　149,221.48�

　※市役所や市営住宅など

○有価証券　 31,987,208円

○出資による権利 　618,685,000円

○債権（奨学資金など）　 45,527,320円

○車両　 108台

まちづくり基金積立事業　 5億　 50.1万円
交通安全対策事業　　　　  　1,097.1万円
震災対策事業　　　　　　  　1,626.4万円
税務・納税推進事務　　　 1億5,173.8万円
住民情報管理事務　　　　 1億1,125.6万円

総

務

費

障害者訓練等給付事業　　 2億2,472.8万円
障害者福祉助成事業　　　  　3,864.5万円
生活保護事業　　　　　 　5億1,449.8万円
児童保育事業　　　　　 　5億 104.3万円
児童手当支給事業　　　 　2億7,547.5万円
乳幼児医療費助成事業　　 　 9,186.0万円

民

生

費

各種検診事業　　　　　　  　9,591.1万円
予防接種事業　　　　　　 　 3,002.7万円
一般廃棄物最終処分場建設事業　 7億4,343.6万円
ごみ焼却施設運営事業（石巻広域） 1億5,705.7万円

衛

生

費

園芸特産重点強化整備事業  　1,899.9万円
県営ほ場整備事業　　　　  　4,721.0万円
松くい虫防除事業　　　　 　 3,473.3万円
地域水産物供給基盤整備事業　 5,395.0万円

農
林
水
産

業

費

商工業育成融資事業　　　 　 5,939.8万円
観光振興・宣伝事業　　　 　　 279.5万円
観光イベント支援事業　　 　　 701.5万円
誘致企業支援事業　　　　 　　 807.4万円

商

工

費

▲大曲浜新橋（大曲地区）

▲一般廃棄物最終処分場（大塩地区）

▲将来の子どもたちのために（大塩保育所）
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市の家計簿

　右の『市税の納入状況』は、収入や財産に

応じて課税されている市税の現在の納入状

況です。納め忘れのないようお願いします。

　右下の『市民１人・１世帯当たりの金額』

は予算現額、市税、市債残高を10月31日現

在の人口と世帯数から計算したものです。

【一般会計】（単位：万円）

歳出の状況歳入の状況

未支出額支出済額予算現額項　　目未収入額収入済額予算現額項　　目

226,100114,149340,249民 生 費131,795324,594456,389地方交付税

204,39757,175261,572教 育 費161,326195,884357,210市 税

126,49673,227199,723総 務 費124,76128,226152,987国庫支出金

156,27114,549170,820土 木 費208,3950208,395市 債

116,19753,649169,846公 債 費96,5687,508104,076県 支 出 金

79,81451,803131,617衛 生 費20,020020,020繰 入 金

150,92780,057230,984そ の 他107,57698,158205,734そ の 他

1,060,202444,6091,504,811計850,441654,3701,504,811計

【特別会計】

執行率支出済額収入率収入済額予算現額会　計　名

40.88％18億9,301万円34.64％16億 437万円46億3,111万円国 民 健 康 保 険

40.52％14億4,514万円41.21％14億6,955万円35億6,611万円老 人 保 健

41.26％8億9,487万円42.04％9億1,171万円21億6,877万円介 護 保 険

28.41％284万円48.18％481万円998万円介護予防サービス事業

44.79％8,025万円9.14％1,637万円1億7,918万円農業集落排水事業

25.36％111万円25.68％112万円437万円漁業集落排水事業

26.32％5億3,429万円7.33％1億4,886万円20億3,013万円下 水 道 事 業

【一般会計】

収納率収納済額調　定　額項　　目

44.5％7億6,340万円17億1,707万円市 民 税

55.3％10億 349万円18億1,476万円固 定 資 産 税

87.1％6,847万円7,867万円軽 自 動 車 税

81.8％1億1,630万円1億4,226万円市 た ば こ 税

100.0％718万円718万円入 湯 税

52.1％19億5,884万円37億5,994万円計

【一般会計】 

市債残高税負担支　　出一般会計

369,720円857,690円343,266円市民１人当たり

1,089,160円252,667円1,011,230円１世帯当たり

※人口　43,838人　　世帯数　14,881世帯（19年10月31日）

地方交付税�

市 税�

国庫支出金�

市 債�
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繰 入 金�

そ の 他�
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平成19年９月30日現在



市報ひがしまつしま　12月号 12

ア　派遣している職員

派遣期間内　容人数派　　　遣　　　先区　分

４月～３月派 遣1宮城県1

１８年度 〃〃1財団法人　宮城県建設センター2

〃〃1石巻広域行政事務組合3

〃人事交流1宮城県1

１９年度 〃派 遣1財団法人　宮城県建設センター2

〃〃1宮城県後期高齢者医療広域連合3

■１－３　

■２－３　病気休暇の状況

合　　計
心身の故障
など

内　　科
（呼吸器など含む）

外　　科区　　分

22 人4 人8 人10 人職 員 数（ 人 ）

471 日186 日130 日155 日病 休 日 数

21.4 日46.5 日16.3 日15.5 日平均取得日数

■１－１　職員の任免

東松島市人事行政の運営状況
　東松島市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、本市の職員の任免や勤務条件などについて公表します。
　昨年度までは『２ 職員の給与の状況』も合わせて公表していましたが、総務省より示される統一様式により次月号以降に
公表します。
　市のホームページにも詳しく掲載されており、『ふれ愛情報プラザ』でも市のホームページ
が閲覧できます。

公表
します！

ア　採用の状況（平成18年度試験）

競争倍率
� / �

採用者数
�

第２次試験
合 格 者

第１次試験
合 格 者

第１次試験
受験者数�

申 込 者区　　　分

16.0 倍1人3人4人16人20人行政（事務）
上 級 職

3.0 倍1人2人2人3人3人保 健 師

14.5 倍2人6人6人29人31人保 育 士中 級 職

3.0 倍1人1人2人3人4人行政（事務）初 級 職

１　職員の任免および職員数に関する状況

イ　退職者数の状況（平成18年度中）

合 計その他自己都合死 亡勧 奨定 年区　　　分

3人1人1人1人事 務 職

行 政 職 2人2人保 育 士

1人1人幼稚園教諭

1人1人運 転 手労 務 職

7人1人0人2人1人3人合　　　計

■１－２　職員数

イ　派遣されている職員

配　　属　　先配属期間内　容人数派遣元区　分

福祉課４月～３月派 遣1宮城県1

１８年度 スポーツ振興課〃〃1〃2

納税推進室１月～３月〃2〃3

地域協働推進課４月～３月人事交流1宮城県1
１９年度

生涯学習課（スポーツ振興班）〃派 遣1〃2

■３－１　勤務時間の状況
勤　　　務　　　時　　　間　　　な　　　ど区　　　　　　分

毎週月曜日から金曜日までの週５日間（国民の祝日および12月29日～1月3日を除く）勤務日　※本庁舎および鳴瀬庁舎勤務の場合

午前8時30分～午後5時15分　休憩時間：正午から45分間1日の正規の勤務時間

1日8時間×5日間＝40時間1週間当たりの勤務時間

6:00～21:00の間で９パターンを設定し、８時間の勤務をする　※平成18年度は、約475,000円の時間外勤務手当を削減できました時差出勤制度

■３－２　年次有給休暇の状況
　　　　　（平成1８年１月１日～平成1８年１２月３１日）

消化率
（ｂ）／（a）

平均取得日数
（ｄ）／（ｃ）

対象職員数
（ｃ）

総取得日数
（ｂ）

総付与日数
（ａ）

24.3 %9.6 日259.0人2,496.5 日10,255.0 日

※　平成18年中の全期間を市長部局に在籍し、期間中に採用・退職・育児休業・休職がある職員を除
いています

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

取得
人数

付与日数等区　　　　　分

必要と認められる期間選挙権その他の公民権を行使する場合

有給
休暇

必要と認められる期間証人などとして国会などに出頭する場合

必要と認められる期間骨髄提供を提供する場合

１年のうち5日間以内ボランティア活動に参加する場合

4人連続する7日以内（週休日含む）結婚する場合

１０日以内で必要と認められる期間
妊娠に起因する障害（つわり）により業
務困難な場合

１日１時間又は1日２回それぞれ３０分妊娠中の通勤混雑緩和

必要と認められる期間妊娠中の健康保持のための休息または捕食

3人必要と認められる期間
母子保健法による保健指導、健康診査
を受ける場合

１０日以内で必要と認められる期間妊娠１２週間未満で流産をした場合

6人出産予定日まで６週間産前休暇

6人出産日の翌日から８週間産後休暇

１日２回それぞれ30分以内１歳未満児の保育を行う場合

２日以内生理日において業務困難な場合

7人２日以内で必要と認められる期間
妻の出産休暇（出産予定日14日以内か
ら出産後14日）

５日間以内育児参加をする場合

取得
人数

付与日数など区　　　　　分

4人必要と認められる期間
乳幼児の健康診査、予防接種などの介
助をする場合

有給
休暇

2人１年以内で５日間以内小学校就学前の子の看護をする場合

７３人配偶者１０日、父母７日、子５日など親族が死亡した場合

１日以内父母・配偶者・子の追悼をする場合

－７月から９月までで、３日以内夏季における心身健康維持増進などをする場合

必要と認められる期間
災害、交通機関などの事故時により勤
務することができない場合

必要と認められる期間結核性疾患により勤務軽減を図る場合

必要と認められる期間
職務の遂行に必要な資格試験または昇
任試験を受ける場合

必要と認められる期間
国、県、市町村その他公共団体からの表
彰を受ける場合

必要と認められる期間
公共団体主催の運動競技会へ選手また
は役員として参加する場合

必要と認められる期間
職務に関連があると認められる海外視
察および海外派遣団に参加する場合

1人必要と認められる期間その他、任命権者が特に必要と認めた場合

６カ月以内要介護者を介護する場合（介護休暇）無給
休暇 １０人３歳に達するまでの必要な期間３歳未満の子を育児する場合（育児休業）

※　取得人数は累計です。

■３－４　その他の休暇制度および育児休業制度の概要

※一般職から助役へ就任した場合などは、その他退職に計上しています。

※行政職とは労務職を除いた職員です
※労務職とは主に保育所調理士や給食センター調理員、学校用務員などです

平成19年4月1日
現 在 職 員 数

平成19年4月1日
採 用 者

平 成 1 8 年 度 中
退 職 者 数

平成18年4月1日現在
職 員 数

区 分

341人5人6人342人行政職

30人0人1人31人労務職

371人5人7人373人合 計



市報ひがしまつしま　12月号13

合 計
職　　種

評定結果評定の時期
労務職行政職

18人2人16人極 め て 良 好

平成１８年
1 0 月 1 日

61人4人57人特 に 良 好

229人18人211人良 好

8人1人7人やや良好でない

0人0人0人良 好 で な い

316人25人291人合　　　　　　計

４　職員の分限および懲戒処分の状況
■４－１　分限処分
　分限処分とは、勤務実績不良の場合や心身の故障の場合、またはその職に必要な適格
性を欠く場合において、公務能率の維持並びに適正な行政運営の確保を図るために行
われる処分です。

処分の種類区　　　　　　　　　分

合計降給休職降任免職処分の具体的な理由

0人勤務成績がよくない場合

0人心身の故障の場合

0人職に必要な適格性を欠く場合

0人職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合

0人刑事事件に関し起訴された場合

0人条例で定める事由による場合

　懲戒処分とは、法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしくは職務を
怠った場合、または全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった場合におい
て、職場の秩序を維持し、回復を図るために行われる処分です。

処分の種類区　　　　　　　　　分

合計戒告減給停職免職処分の具体的な理由

6人1人5人一般服務違反関係

0人公金公用物等取扱関係

0人公務外非行行為

1人1人交通事故・交通法規違反関係

0人監督責任関係

■４－２　懲戒処分

　地方公務員法第30条の規定により、職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し職務の
遂行に当たっては、全力を挙げて専念しなければならないとされています。
　ただし、職務に専念する義務は、次の場合に限り免除されます。

５　職員の職務の状況

ア　研修を受ける場合
イ　厚生に関する計画の実施に参加する場合
ウ　その他、任命権者が認めた場合

６　職員研修および勤務成績の評定の状況
　職員の研修は、人材育成基本方針に基づき、研修を通じて地方分権時代にふさわしい人材を育成し、本市のまちづくりや行政経営を推進することを目的に計画しています。

■６－１　研修実績
参 加
人 数

件数また
は 回 数

主　　　　な　　　　研　　　　修研修区分

48人９講座
新規採用研修や概ね採用 5，10 年目の全職員を対象とした一般職員研修や、
係長級を対象とした監督者研修、課長級を対象とした管理職研修など

階 層 別
研 修研 修 所

研 修
61人２４講座

対人能力開発、顧客満足、政策形成、まちづくり実践、知識習得などの分
野の研修

専門研修

95人１９講座
人事制度、行政評価、メンタルヘルス、時局講演会など各種団体が主催
する研修や講演会

各種団体主催研修

314人６回全職員を対象に様々な行政課題に関する研修や講演会職 場 研 修

３人－県及び広域行政事務組合への派遣長期派遣
派遣研修

１人1講座市町村職員中央研修所、自治大学校への派遣など短期派遣

■６－２　勤務成績の評定の状況

７　職員の福祉および利益の保護の状況

■７－３　職員互助会組織の設置
　職員の相互扶助による福祉の増進のために条例などに基づいて職員互助組織を設置し、職員の健康
増進や元気回復、職員間の親睦を図っています。また、フラワーストリートの植栽事業やクリーン作戦運動
にも積極的に参加しています。互助会は職員からの会費および公費にて運営しています。

ア　健康増進および元気回復

概　　　　　　　　　　要項　目

スポーツ等活動助成金健康増進

レクリエーション事業費、健康増進センター（ゆぷと）利用助成金元気回復

イ　慶弔時の給付

概　　　　　　　　　　要項　目

退会給付金、結婚祝金、出産祝金祝 金

弔慰金弔 慰 金

病気見舞金、災害見舞金そ の 他

■７－２　安全管理
　衛生管理者や安全衛生推進者による職場ごとの安全管理を推進しています。なお、平成18年度に
おける公務災害・通勤災害の認定件数は次のとおりです。

災害の概要認定件数発生件数加入団体

転倒による負傷　・・・　 2件
乗用車による追突（停車中）　・・・　 1件

3 件3 件地方公務員災害補償基金宮城県支部

（１）　健康管理対策
　定期健康診断などを実施するとともに、その結果を有効に活用していくために次の事業を実施し

ています。

■７－１　健康の保持増進

ア　定期健康診断

受診率受診者数対象人数対　　　象　　　者項　　目

100.0%241人241人35歳未満の全職員および臨時職員一般定期健康診断

95.9%231人241人35歳未満の全職員および臨時職員結 核 健 診

100.0%236人236人35歳以上の全職員人 間 ド ッ ク

27.4%54人197人40歳以上の全職員（希望により受診）脳 ド ッ ク

イ　がん検診

受診率受診者数対象人数対　　象　　者項　　目

26.3%62人236人35歳以上の全職員乳 が ん 健 診

67.1%47人70人35歳以上の女性職員子 宮 が ん 検 診

（２）　メンタルヘルス対策
　職員のストレス要因の増加に伴うメンタルヘルス対策として、メンタルヘルスに関する理解と知

識の普及、職員の状態に応じた適切な指導のために次の事業を実施しています。

ア　メンタルヘルス研修会
イ　メンタルヘルス相談

▲職員も作業に参加しています

▲職員の食生活などを聞き、適切な指導をしています

�
職
員
研
修
の
様
子



市報ひがしまつしま　12月号 14

▼

だ
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じ
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　「第３回東松島市民文化祭」（同実行委員会主催）が、10月27日

（土）から11月４日（日）まで、「ふるさと文化創造・発表　心をつな

ぐ喜び」と題して、市コミュニティセンターや小野公民館など４会場

で行われました。

　小野公民館で行われた展示の部では、矢本、鳴瀬両地区の力作

を一堂に展示。絵画や書道、生け花や盆栽、編み物が所せましと並

び、来場者を魅了しました。また、フラワーアレンジメントや粘土細工

の体験コーナーもあり、実際に体験して楽しむ人の姿も見られました。

　市コミュ二ティセンターを会場に行われたステージの部では、日本

舞踊やバンド演奏、フラダンスなどが発表されました。参加者は、日

頃の練習の成果を十分に披露し、観客を楽しませていました。

▼

良
い
作
品
で
す
ね（
展
示
の
部
）

▲初めての茶道体験。ちょっと緊張

▲新鮮な旬の野菜はいかがですか

▲

こ
の
お
米
美
味
し
い
な
。

　

ど
こ
の
か
な

▲さあ皆さんも一緒に手拍子を（舞踊の部）

▲寄っていがい。食べでがい

日頃の活動成果を披露
第３回東松島市民文化祭開催

▲響き渡る美声。渋さが光ります（音楽の部）

　11月３日（土）に、３回目となる東松島市農業祭（同実行委員会

主催）が行われました。市民体育館を会場に、地場産品を数多く展

示販売。「未来を担う元気農業！消費者との 絆 を深めよう」と題し
きずな

て、さまざまなイベントが行われ、たくさんの人で賑わいました。

　屋外の会場では、 鬼  剣  舞 などのステージのほか、牛の乳しぼり体
おに けん ばい

験やどじょうすくいなどを実施。こどもから大人まで楽しめる催

しとなりました。地場産品の販売では採れたての野菜が店頭に並

べられ、旬の味覚を求めるお客さんでいっぱいになっていました。

　体育館内では、野菜の重量や米の品種当てクイズなどが行われ、

参加者は自分の感覚を頼りにチャレンジしていました。

　当日は、晴天に恵まれ会場を訪れた人たちはそれぞれに秋を満

喫していました。

農業にちなんだイベント盛りだくさん
東松島市農業祭開催
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みんな楽しく聞いてね
なかよし音楽会

　奥松島運動公園を会場に、11月11（日）に東松島カキま

つり（同実行委員会主催）が開催されました。同時開催で、

農産加工品などを販売する東松島旬の市も行われ、市内

のみならず市外からもカキを求める大勢の観光客で賑わ

いました。

　会場では、無料の焼きカキ２万個と、カキ汁1,2００食が

振舞われ、多くの人が列をつくりカキの味を堪能してい

ました。

　この日、むきカキは500�１,０００円、殻付カキは12個で

500円と安値で売られ、本格的な出荷を前に品質の高さ

を強調していました。このカキまつりは、DCの一環でも

あり東松島市をPRする絶好の機会にもなっています。

　11月10日（土）、矢本海浜緑地で「大曲ボランティアの森
植樹事業－協働による未来への贈り物－」が行われました。
この事業は、大曲地区まちづくり委員会（鈴木敏正会長）と
県緑化推進委員会が共催で矢本海浜緑地公園を松くい虫
被害から守り、後世に豊かな自然を残すことを目的に開催
されました。
　当日は、約200人のボランティア参加に加えて、矢本・鳴
瀬の両建設職組合、セイホクグループが協力して作業に取
り組みました。無立木状態になっている約0.25�に600本
の抵抗性クロマツの苗を植え、チップ材を敷設しました。
　松くい虫による被害が拡大している中での今回の取り組
みは、環境保全だけではなく、これからの協働の取り組み
としても期待されます。

▼
東
松
島
の
カ
キ
の
旨
さ
は
全
国
有
数
だ
よ

　
　

月　

日（
木
）に
、赤
井
遺
跡
の
発

10

18

掘
調
査
現
地
説
明
会
が
現
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。そ
の
中
で
、赤
井
遺
跡
で
過
去

に
発
掘
さ
れ
た
建
物
の
中
で
最
大
と
な

る
掘
立
柱
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
格
調
が
高
く
、役
所
中

枢
部
の
政
庁
を
構
成
す
る「
脇
殿
」の
可

能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。今
後
は
、周
り

の
様
子
を
明
ら
か
に
し
、解
明
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

　

青
森
県
三
沢
市
を
会
場
に
９
月　

日
23

（
日
）〜　

日（
火
）に
行
わ
れ
た
第　

回

25

20

全
国
ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
第
２
ブ

ロ
ッ
ク
で
市
内
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
矢
本

ジ
ャ
ド
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

矢
本
ジ
ャ
ド
ー
ズ
は
平
成
７
年
に
結

成
さ
れ
、現
在　

人
で
活
動
。今
大
会
で

17

は
全
試
合
無
失
点
の
上
、毎
試
合
７
点

以
上
を
得
点
す
る
大
活
躍
で
、結
成
以

来
２
度
目
の
全
国
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
火
）、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

11

13

ン
タ
ー
を
会
場
に
な
か
よ
し
音
楽
会

（
同
実
行
委
員
会
主
管
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
音
楽
会
は
毎
年
、市
内
小
･
中

学
校
の
音
楽
活
動
の
成
果
発
表
と
児

童
・
生
徒
の
交
流
の
場
と
し
て
開
催
。当

日
は
、約　

人
が
参
加
し
そ
れ
ぞ
れ
の

400

学
校
を
代
表
し
て
披
露
し
ま
し
た
。会

場
に
は
、参
加
者
の
家
族
な
ど
も
訪
れ

合
唱
や
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲ここには炊事用の竈もありました

▲日頃の成果を披露（赤井小学校）

▲チームワークの勝利です

格調高い重要な建物を発見
赤井遺跡第39次発掘調査

味に自信。おいしいカキ
東松島カキまつり開催

松くい虫に負けるな
大曲ボランティア植樹

矢本ジャドーズ全国大会優勝
第20回全国スポーツ・レクリエー
ション祭女子ソフトボール大会

▲皆さんのおかげで海浜緑地に緑が戻ります
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月　

日（
月
）、佐
藤 
優 
さ
ん（
洲

ゆ
う

10

22

崎
）が
阿
部
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、　

月　

日（
土
）〜　

10

13

15

日（
月
）に
行
わ
れ
た
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」に
参

加
。陸
上
の
聴
覚
障
害
者
等
女
子
１
部

（　

歳
以
下
）の
砲
丸
投
げ
で
、大
会
新

39記
録
の　

�　

で
み
ご
と
３
連
覇
を
果

10

57

た
し
ま
し
た
。ま
た
、や
り
投
げ
で
は　
40

�　

の
大
会
新
を
出
し
た
も
の
の
惜
し

71
く
も
２
位
の
記
録
で
し
た
。

▲市長から激励を受ける佐藤優さん（18歳）

　10月18日（木）、市コミュニティセンターを会場に五人

講演会（同実行委員会主催）パート５が行われました。

今回は、日本テレビキャスターで朝番組「ズームイン！Ｓ

ＵＰＥＲ」に出演中の橋本五郎さんが、「どうなる日本」と

題して日頃、垣間見ることのできない、内側から見た日本

の政治･経済の見通しについて講演しました。

　講演会では、小泉総理から福田総理までの歴代総理大

臣の考え方やエピソードなどを披露。『日本の一党政治は

振り子の原理で違うタイプの総理大臣になるので政党が

替わったように思える。弱者の痛みを感じようとしない

政治では日本が駄目になる』と熱く語り、会場の来場者約

340人は真剣に耳を傾けていました。

　橋本さんは小さい頃、Ｊ・Ｆ・ケネディ米国大統領が記

者から意見提言されるのを見てあこがれ、記者になろう

と志し、現在は弱者の味方になれればとニュースキャス

ターとして頑張っているそうです。

　11月15日（木）、涌沢長治さん（表）が100歳の誕生日を

迎えました。

　涌沢さんは、家族５人暮らしで毎日家族と同じ量のご

飯を食べ、きちんと２時間の作業と１合のお酒を晩酌す

るそうです。94歳まではゲートボールのレギュラーをし

ており、現在は耳が少し遠いもののとても元気に日常の

会話を楽しんでいます。また、これまで多くの地域貢献を

しており、感謝状の多さに阿部市長も「改めて地域に貢献

されているのを実感しました」と語っていました。

　11月19日（月）には村上すげ�さん（さつき苑）が100

歳を迎えました。

　村上さんは若干身体が不自由なものの、市長の「おめで

とうございます」に「ありがとう」と答えていました。

　また、歌がとても好きで中でも童謡が大好きで、毎日職

員の方と一緒に歌を歌うとのことです。

▲最近は相撲が大好きな涌沢長治さん

▼

難
し
い
話
も
分
か
り
や
す
く
解

説
し
熱
く
語
る
橋
本
五
郎
さ
ん

　
　

月　

日（
水
）野
蒜
公
民
館
を
会
場

10

17

に
防
災
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、石
巻
地
区
で
は
初
の
試
み
。

ま
ず
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
生
活
の

現
状
と
課
題
を
出
し
合
っ
た
後
、レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
技
法
を
実
践
し
な
が
ら
、

簡
単
な
避
難
所
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。　

人
28

の
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。

▲これは楽しい上、心と体に良いね

　
　

月
９
日（
金
）、鳴
瀬
第
二
中
学
校

11
で
、「
ル
ワ
ン
ダ
の
悲
劇
か
ら
学
ん
だ
命

の
尊
さ
･
平
和
と
教
育
の
大
切
さ
」と

題
し
、教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、カ
ン
ベ
ン
ガ
･
マ

リ
ー
ル
イ
ズ
さ
ん（
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
）。

１
９
９
４
年
の　

万
人
が
犠
牲
に
な
っ

100

た
内
戦
か
ら
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。生
徒　

人
と
約　

179

50

人
の
来
場
者
は
命
の
尊
さ
を
再
認
識
し

た
よ
う
で
す
。

▲ルワンダ住民の生活などを講演

日本の未来と政治はどうなるの
五人講演会2007パート５

市上初の100歳６人誕生
涌沢さん･村上さん　特別敬老祝

障害に負けないぞ
佐藤優さんが全国大会で優勝

災害時のコミュニケーションづくり
防災レクリエーション

改めて命の尊さを考える
教育講演会

▲今年度６人目の100歳敬老
祝を迎えた村上すげ�さん
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東松島市矢本字北浦6-2�
TEL 82-3060

石巻市排水設備等優良工事指定店�

東松島市排水設備指定工事店�
石巻地方広域水道企業団指定工事店�
石巻市排水設備等工事指定店�

�

下水道工事はもうお済みですか？�
工事の節は、石巻市より19年度�

優良工事店の指定を受けた�

当社へ是非おまかせ下さい。�

Eメールアドレス　tohokankou@yahoo.co.jp

みんな�

頑張ってます！� 協働のまちづくり�協働のまちづくり�シリーズ�
⑥�

このコーナーでは、各地区のまちづくりへの取り組みをシリーズで紹介します

第6回は「矢本東地区まちづくり」の取り組み状況です

▲片倉勇規会長

矢本東地区の現状とこれから

�平成19年６月13日　新コミュニティ組織誕生

　これまでのコミュニティ組織を一部変更し、新しくまち

づくりを主体とする組織として、「矢本ひがしネットワーク

コミュニティ」を設立しました。

�平成19年８月７日　第１回全体会議を開催

　「矢本ひがしネットワークコミュニティ」の構成メンバー

が各行政区･各種団体などから推薦され、総勢173人による

第１回全体会議を開催。５つの専門部会を構成しました。

�平成19年９月11日　矢本東まちづくり委員会発足

　「矢本ひがしネットワークコミュニティ」組織の中に設置

した「矢本東まちづくり委員会」の構成委員が決定し、第１

回委員会を開催。おおむね組織体制が整いました。

�平成19年11月15日　まちづくり講演会開催

▲まちづくり委員会の様子

▲矢本東地区民まつりでの１コマ

みんな�
頑張ってるんだね�

みんなの協力が�
大事だね�

　組織体制が整い、具体的

に地域づくりに取り組むに

当り、まちづくりとは何か、

どうするのか、皆さんに共

通理解を得られるように

“まちづくり講演会”を開催。

今後、様々なイベントや勉

強会をしながら地域の皆さんと共にまちづくりを進めてい

くことになりました。

コミュニティ会長に

聞きました

矢本ひがしネットワークコミュニティ事務局

矢本東市民センター（矢本東公民館内）　�82-1180

 お問い合わせ

Ｑ．行政主動から地域住民主体の

まちづくりをどう思いますか？

Ａ．これまでは行政まかせだった

のを、これからは住民の手で住

民が望む地域づくりが出来るの

ではないかと思います。

Ｑ．どのようなことから始めたいですか？

Ａ．子どもや高齢者も参加し楽しめるイベントを通して地

域の方々とコミュニケーションを図り、地域課題に１つ

１つ無理なく取り組みたいと思います。

Ｑ．まちづくり（地域）に大事なことは？

Ａ．自分達が住んでいる地域です。ボランティア精神でみ

んな協力し合うことが最も大切だと考えます。

▲まちづくり講演会の様子
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M
A
NA
-be!

M
A
NA
-be!

M
A
NA
-be!

ま
な
び
ぃ�

ま
な
び
ぃ�

ま
な
び
ぃ�

生涯学習情報コーナー�

年
末
・
年
始
に
お
け
る

体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

年
末
・
年
始
に
お
け
る
市
内
社

会
体
育
施
設
と
市
内
小
中
学
校
体

育
施
設
の
休
館
日
・
休
園
日
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

■
市
内
体
育
施
設
の
休
館
日

　

月　

日（
土
）〜
平
成　

年
１

１２

２９

２０

月
５
日（
土
）※
矢
本
運
動
公
園

は
１
月　

日（
木
）ま
で

１０

■
市
内
小
中
学
校
運
動
施
設

　

月　

日（
土
）〜
平
成　

年
１

１２

２９

２０

月
７
日（
月
）

■
問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
班　

�　

－

９
０
３
０

８２

成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ

　

東
松
島
市
で
は「
平
成　

年
成

２０

人
式
」を
開
催
し
ま
す
。現
在
、市

外
に
お
住
ま
い
の
方
で
成
人
式
へ

の
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、生
涯

学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２０

１３

（
日
）　

時
開
式

１３

■
場
所　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜

６２

昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

６３

方
■
問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　

�
内
線
２
２
３
３

募　
　
　

集

平
成　

年
度 
生
涯
学
習

20

カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
原
稿
と

広
告
掲
載
企
業
募
集

●
カ
レ
ン
ダ
ー
原
稿

　

内
容
は
市
民
を
対
象
と
し
た

行
事
に
な
り
ま
す
。

●
広
告
掲
載

　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
広
告
を
掲
載

す
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。募
集

後
、審
査
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

　

１
口
の
大
き
さ
は
、縦
５
�
・

横　

�
の
予
定
で
、１
カ
月
分
に

１８
は
２
口
ま
で
掲
載
で
き
ま
す
。金

額
は
、１
口
２
万
円
で
す
。

■
申
し
込
み　

氏
名（
団
体
名
）・

行
事
名（
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
の

場
合
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

次
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　
　

月　

日（
木
）

１２

２７

※
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
予
定
は
平

成　

年
３
月
末
の
予
定
で
す

２０

■
問
・
申
し
込
み　

生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
班　

�
内
線
２
２
３
４

　
 
　

－

３
９
５
４

８７

　

Ｅ
メ
ー
ル：

sy
o
g
a
i@
city
.h
ig
a
sh
im
-

  
 
 
 
  
    
  
  
 
  
  
 

a
tsu
sh
im
a
.m
iy
a
g
i.jp

 
   
  
  
 
  
  
 
 
    

３
Ｂ
体
操
参
加
者
募
集

　

３
Ｂ
体
操
は
、道
具
を
使
っ
て

音
楽
に
合
わ
せ
な
が
ら
楽
し
く
体

を
動
か
す
体
操
で
す
。

　

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、い

つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
大
人
ク
ラ
ス

■
対
象　
　

代
〜　

代
の
方

２０

６０

■
日
時　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１２

■
場
所　

矢
本
西
公
民
館

■
参
加
費　

１
、５
０
０
円

●
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

■
対
象　

小
学
生

■
日
時　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　
　

時
〜　

時

１６

１７

■
参
加
費　

１
、０
０
０
円

■
場
所　

矢
本
西
公
民
館

■
問
・
申
し
込
み　

担
当：

戸
島

　

�　

－

４
５
８
０－
２
０
１
２

０９０

石
巻
地
区
青
年
文
化
祭

２
０
０
７「
豊
遊
祭
」開
催

　
　

月
９
日（
日
）、石
巻
市
遊
楽

１２
館
で
青
年
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

の
ど
自
慢
・
郷
土
芸
能
・
自
由
部
門

（
皆
さ
ん
の
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
）の

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
発
表（
写

真
・
絵
画
・
彫
刻
な
ど
）が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、模
擬
店
や
バ
ザ
ー
・
ち

び
っ
子
広
場
な
ど
幅
広
い
年
代
で

楽
し
め
る
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　

�
内
線
２
２
３
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
入
学
案
内

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
、高
等
学
校
・
福

祉
教
育
・
生
涯
学
習
の
３
つ
の
分

野
の
通
信
教
育
で
す
。

　

高
等
学
校
は
、自
宅
学
習（
放
送

視
聴
・
リ
ポ
ー
ト
）と
学
校
で
の
学

習（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
試
験
）に
な

り
ま
す
。

　

福
祉
教
育
で
は
、介
護
福
祉
士

や
社
会
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。（
２
年
制
）

　

ま
た
、生
涯
学
習
は
多
彩
な
講

座
を
用
意
し
て
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学

習
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん

で
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
次

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

�　

－

　
０４２

５７３

－

８
１
１
１（
代
）

　このコーナーでは、皆さん

からの生涯学習情報をお待ち

しています。

■問　生涯学習課生涯学習班

　�内線2234

市内で行われるスポーツイベント
１２月８日（土）　第３回東松島市パークマラソン大会（奥松島運動公園）

１２月９日（日）　第１９回ヤッくん杯家庭バレーボール大会（市民体育館）

１２月２３日（日）　東北混合バレーボール大会（市民体育館）

１月１２日（土）　新春ダンスパーティー（小野公民館）

１月１４日（月）　第３回市民剣道大会（市民体育館）

１月２０日（日）　大塩地区分館対抗バレーボール大会（市民体育館）
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MANA-be!

　「ふるさと教室」は、市内の小学４年生を対象にした１泊２日の体験学習です。学習活動を通してふるさと

の生活や歴史などを学ぶため、松島自然の家で行われました。

　教室では、２つの学校が一緒に宿泊する機会もあり、子ども達は楽しそうに活動していました。帰るとき

には名残惜しそうに最後まで手を振っていたのが印象的でした。

　今回は活動の様子を写真で紹介します。

▲他の学校のみんなと交流を深めました ▲海岸で拾った貝で貝殻細工

▲これからナイトハイク（肝だめし）へ出発▲マレットゴルフ初体験

①矢本東小学校
　　　８月３１日（金）～９月１日（土）

②赤井･赤井南小学校
　　　１１月１日（木）～２日（金）

③野蒜･宮戸小学校
　　　１１月６日（火）～７日（水）

④小野･浜市小学校
　　　１１月８日（木）～９日（金）

⑤大曲小学校
　　　１１月１３日（火）～１４日（水）

⑥矢本西･大塩小学校
　　　１１月１５日（木）～１６日（金）

◆実施した日程

▲勾玉作りはアイディアいっぱい

▲ずんだ餅は豆のすりつぶし方がポイント

▲稲を巻き込まないよう慎重に

　

�
学
校
を
地
域
で
支
え
よ
う
�

�
も
っ
と
地
域
の
み
な
さ
ん
に
学
校

と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
�と
い
う
目
的

で
、地
域
と
学
校
が
協
働（
コ
ラ

ボ
）で
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

市
で
は
大
塩
小
学
校
を
モ
デ
ル

校
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術
を

持
っ
た
地
域
の
方
を
先
生
に
迎
え
、

子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。

コ
ラ
ボ
ス
ク
ー
ル
と
は

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

　

大
塩
小
学
校
の
１
年
生
か
ら
６

年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、１
年
を

通
し
て
米
作
り
や
炭
作
り
、豆
を

育
て
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

活
動
を
体
験
し
て
、普
段
当
た

り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
こ
と

が
、実
は
と
て
も
地
道
で
大
変
な

作
業
だ
っ
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

は
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

　
　

月　

日（
土
）に
、「
大
塩
ふ
れ

１１

１０

あ
い
フ
ェ
ス
タ
」で
取
り
組
み
の

成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

▲おいしいお米が育ちますように
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冬休み短期水泳教室開催

年
末
・
年
始
の「
ご
み
収

集
日
」「
し
尿
汲
取
り
」

▲年末・年始の収集日に注意しましょう

　

年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
日
は
、

各
行
政
区
に
よ
り
違
い
ま
す
。ま

た
、年
末
・
年
始
の
休
み
に
よ
り
臨

時
収
集
日
が
あ
る
地
区
も
あ
り
ま

す
。

　

各
家
庭
に
配
布
済
み
の「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
自
分
の
行

政
区
の
収
集
日
を
確
認
し
て
、ご

み
を
出
す
日
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
年
末
に
、し
尿
汲
取
業
者

へ
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
、迅
速

な
対
応
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。申
し
込
み
を
予
定
し

て
い
る
場
合
は
、余
裕
を
持
っ
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

「
電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
費

補
助
金
」の
受
付
は
、　

月　

日

10

31

（
水
）を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
後
、再
募
集
す
る
際
に
は
、こ

の「
か
ん
き
ょ
う
ラ
イ
フ
」な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
購
入
費
補

助
金
は
、ま
だ
受
付
中
で
す
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
・
申
し
込
み　

　

環
境
課
環
境
班　

　

�
内
線
２
１
６
２
･
２
１
６
３

電
動
生
ご
み
処
理
機 

購
入
費
補
助
金
受
付
終
了

ゆぷと通信東松島市
健康増進センター

【営業時間】平　日/10：00-22：00
　　　　　 土日祝/10：00-21：00
【休館日】毎週木曜日（祝日の場合翌日）
【問】�84-3855

　忘年会･新年会の季節です。何かと溜め込んでしまうこの時期に、少しでもカロリー消費しやすい身体にするために、「ゆぷと」を有効

活用しませんか。

とってもお得な年間会員　募集中

■対象　６歳（年長）～小学生

■定員　40人（先着順）

■日時　12月23（日）～26日（水）

　　　28日（金）･29日（土）６日間

　　　13時～14時30分（体操ほか15分、水中練習75分）

　　　※29日（土）のみ10時15分～11時45分

■料金　会員6,000円（税込）　一般7,000円（税込）

■申し込み締め切り　12月19日（水）まで申込書に必要事

項を記入の上、参加費を添えてゆぷとフロントへ提出

　※電話での予約申し込みはしません。

　脂肪燃焼には「ヨガ」や「エアロビクス」が最適です。この

機会に「市報を見た」とフロントで言ってもらえれば、参加

費が無料になります。ぜひ、ご参加ください。

※ただし、１人１回のみで施設利用料が別途かかります。

■実施期間　12月21日（金）まで

１度体験してみませんか１度体験してみませんか

脂肪を燃焼しやすくする為に

�12月24日（月）～25日（火）に利用の方に、クリスマ

スプレゼント（ゆぷと入館無料券）を差しあげます。

１２月３０日（日）まで　通常営業します

１２月３１日（月）～１月１日（火）　休館日

１月２日（水）～１月４日（金）　通常営業します

※１月３日（木）は特別営業します

年末･年始の営業のお知らせ
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怪しい出資金の被害が続出!!

12月宿泊プランのごあんない�

休館日 12月19日（水）・20日（木）�

いずれのプランも�1泊2食付 9,800円�

88－3411TEL 松島�
（22日・23日は1,050円加算させていただきます。）�

☆11日（火）　ディナーショープラン・出演者　庄子恵子親子共演�
☆24日（日）　クリスマスカラオケ大会�
☆21日（金）～25日（火）　クリスマスプラン�

～生活情報～�

怪しい出資金の被害が続出!!怪しい出資金の被害が続出!!
�「高配当」「元本保証」にだまされないで�

平成20年４月から75歳からの医療制度が変わります。

◆後期高齢者医療制度◆

　すべての方に年金の加入履歴をお知らせする「ねん

きん特別便」が12月から開始されます。未統合記録の

名寄せ作業を行った結果、記録が年金に結びつく可能

性のある方、その他の年金受給者、現役加入者の順で送

付されます。

「ねんきん特別便」送付の時期
■名寄せ作業記録が年金に結び付くと思われる方

　12月～平成20年３月　※通知とあわせて返信書類

として「確認はがき」と「年金加入記録照会票」を同封

○記録に間違いなしと確認した場合

　�「確認はがき」を返信

○記録の訂正が必要な場合

　�「年金加入記録照会票」を返信

※返信されないと記録の統合や訂正が出来ませんの

で、必ず返信してください。

■それ以外で年金受給の方　平成20年４月～５月

■現役加入の方　平成20年６月～10月の予定

□厚生年金被保険者の方　「ねんきん特別便」は事業主

（会社）を経由し、届く予定です。詳しくは、社会保険

事務所へ

■問　石巻社会保険事務所　�22-5115■問　国保健康課保険班　�内線1151・1152

●「１年後には倍になる」「毎月３％の利息が付く」「銀行よりも利率が良い」

●友人など親しい人から勧められ「信用してしまった」「断われなかった」

●全国紙などに広告を掲載し、イベントで有名歌手によるコンサートを実施するなど、消費者を信用させ

るためにさまざまな手段が用いられています。

●突然、配当金の支払いが滞る。

　当初は約束通りの配当金が支払われるため、出資金を追加するケースも･･･。

●途中で解約したいと申し出ても、業者による契約内容の一方的な変更や、追加の出資を求められ、解約

に応じない。

●「高配当」「元本保証」をうたっていても約束されたものではない。「多少のマイナス」ではなく「ほぼ全

損」になることも多い。

心配になったら、いつでもご相談ください。　　■問　消費生活相談員　�内線1129

勧誘の勧誘の

手口手口

後期高齢者医療制度
（平成20年４月から）

老人保健制度
（現行）

項　　目

７5歳以上（65歳以上の一定の障害のある方を含む）対 象 者

７5歳の誕生日当日から
７5歳の誕生日のある月の翌
月から（誕生日が１日の人は
その月）

資格取得日

｢後期高齢者医療制度｣独自
の被保険者証が１人に１枚
交付

加入している医療保険から
それぞれに被保険者証が、世
帯に１枚または１人に１枚
交付

被保険者証

１割負担（現役並み所得者は３割）患 者 負 担

広域連合（都道府県単位で
全市町村が加入）

市町村運 営 主 体

広域連合が条例で定めた保
険料率により算出した保険
料を納付する。原則として、
保険料は年金から天引きさ
れる。

老人保健制度での保険料負
担はなし（それぞれ加入して
いる医療保険者へ保険料を
納付する。）

保険料の負担

対象となる方：平成20年４月１日の制度開始以降で、広域連合の区域内（県
内）に住む75歳以上の方および65歳から74歳までの寝たきりなどの障
害がある方。
　これまで健康保険組合などに加入する子どもの被扶養者だった方も、
この制度の対象者（被保険者）になります。

実際には実際には
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～知っ得情報～

入園
願書受付中

入園
願書受付中

東松島校�

0225-83-1401チャンプ学習スクール�

チャンプ学習スクール� （ゆぷと内）�

検索� TEL：�

感動授業でやる気UP！� 申込み好評受付中！�

チャンプ�冬期講習�
成 績�

向上宣言�

平
成　

年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー
募
集

20

　
　
　
 
募　

集

　臨時道路補修作業員募集
■職種と資格　道路補修作業員１人。普通自動車免許を有

し、車両系建設機械運転技術を取得している方

■勤務内容　市道の簡易な維持･修繕作業

　１日８時間･週５日勤務。土日祝祭日は休み

■賃金　時給1,000円

■申し込み　12月21日（金）まで　履歴書（写真貼付）を下

記まで持参（後日面接あり）

■問　建設課総務住宅班　�内線1253

　臨時保育士募集
■資格･対象　保育士資格を有し、心身ともに健康で児童保

育に意欲のある方

■勤務内容　児童の保育　１日８時間勤務（早出あり）

■勤務先　小野･赤井北保育所

■賃金　時給825円

■募集人員　２人（採用については、面接の上決定します）

■申し込み　12月17日（月）17時まで、履歴書（写真貼付･

保育士証の写し）を福祉課子育て支援班へ持参

■面接日時　12月19日（水）10時～

■問　福祉課子育て支援班　�内線1185

　臨時調理員募集
■職種と資格　臨時調理員として登録。心身ともに健康で

学校給食調理業務に意欲のある方で市内居住者

■勤務内容　調理および洗浄作業　月曜日～金曜日

　○調理及び洗浄業務　８時30分から１日５時間以内

　○主に洗浄業務　12時45分から１日４時間以内

　※学校の春･夏･冬休みおよび土日祝祭日は休み

■勤務先　矢本学校給食センター

■賃金　時給740円

■申し込み　12月３日（月）～12月25日（火） 平日９時～16

時　履歴書（写真貼付）を下記まで持参（後日面接あり）

■問　矢本学校給食センター　�82-6399

臨 時 職 員 募 集

　

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
で
は
、市
内
在
住
で
、自
衛
隊

お
よ
び
防
衛
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
で　

代
の
女
性
で
販
売
サ
ー
ビ
ス

30

業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

■
募
集
人
数　

１
人

■
モ
ニ
タ
ー
期
間　

２
年

■
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、意
見
提
出
な
ど

■
申
込
方
法　

平
成　

年
１
月　

日（
火
）ま
で
、は
が

20

15

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

郵
送
く
だ
さ
い
。※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

■
問
・
申
し
込
み　

〒　

－

0
5
0
3　

東
松
島
市
矢

981

本
字
板
取　
　

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
第
４
航
空
団

85

司
令
部
監
理
部
広
報
班　

�　

－

２
１
１
１　

内
線

82

2
1
1
・
2
7
3

■職種と対象　初級（建築士）１人程度

　昭和47年４月２日以後に生まれた方で２級建築士以上

の資格取得後、実務経験３年以上の方（高等学校卒業程

度）

■申し込み　申込用紙は総務課にあります。郵便で請求す

る場合は「職員採用統一試験申込用紙請求」と朱書きし、

あて先を明記した返信用封筒（Ａ４サイズの用紙が入る

返信用封筒に120円切手を貼付）を同封してください

■試験日時　平成20年１月27日（日）　10時～

■試験会場　宮城県自治会館（仙台市青葉区上杉1-2-3）

■受付期間　12月３日（月）～平成20年１月７日（月）

■問　総務課秘書人事班　�内線1214

平成20年度採用

東松島市職員【初級建築士】募集
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平
成　

年
度 

20

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」募
集

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、国
有
林

の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ん
の
声
を

役
立
て
て
い
く
た
め
、モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

■
募
集
人
員　
　

人
48

■
募
集
期
間　
　

月
３
日（
月
）〜

12

　

日（
金
）当
日
消
印
有
効

28
■
任
期　

平
成　

年
４
月
〜
平
成

20

　

年
３
月

21
■
応
募
資
格
・
応
募
方
法　

詳
し
く

は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問　

東
北
森
林
管
理
局
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
係　

�　

－

　

－

２

018

836

２
７
４

　
　

h
ttp
://w

w
w
.to
h
o
k
u
.

HP

k
o
k
u
y
u
rin
.g
o
.jp
/

原
阿
佐
緒
賞
短
歌
作
品
募
集

■
内
容　

短
歌
形
式
で
内
容
自
由

■
応
募
規
定　

未
発
表
短
歌
１
人

２
首
。Ｂ
５
判
規
定（
原
稿
）用

紙
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、学
校

名
お
よ
び
学
年
、電
話
番
号
を

明
記

■
出
詠
料　

１
、０
０
０
円（
中
学

生
、高
校
生
は
無
料
） 

■
締
切
日　

平
成　

年
１
月　

日

20

31

（
木
）当
日
消
印
有
効

■
入
賞
発
表　

平
成　

年
５
月

20

■
主
催　

大
和
町
、大
和
町
教
育

委
員
会

■
問　

大
和
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
�　

－

　

－
７
５
０
８

022

345

■
問　

建
設
課
建
築
営
繕
班　
　

�
内
線
１
２
５
９
･
１
２
６
２

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ 

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

19

12

月　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。調
査

31
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、本
年　
12

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

員
が
伺
い
ま
す
。調
査
票
に
記
入

し
た
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、正
確

な
記
入
を
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、本
年
の
調
査
よ
り
調
査

項
目
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の

で
、調
査
票
の
記
入
に
あ
た
っ
て

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
実
施
機
関　

経
済
産
業
省
、宮

城
県
、東
松
島
市　

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

�
内
線
１
２
３
５

平
成　

年
度
版
農
業
日
誌
販
売

20

　

農
業
日
誌
な
ど
が　

月
に
発
売

12

さ
れ
ま
す
。購
入
希
望
の
方
は
、　12

月　

日（
木
）ま
で
電
話
で
申
し
込

13
み
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
日
誌　

Ｂ
６
版　

予
約
特

価
１
、4
0
0
円

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌　

Ａ
４
版　

予
約
特
価
１
、4
0
0
円

◆
新
農
家
暦　

Ａ
５
版　

予
約
特

価　

円
４６０

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

�
内
線
１
２
３
５

赤井郵便局様斜め向かい�

新鮮 やさい・くだもの�

キョウエイ 赤井店�
東松島市赤井字川前参番152-20  電話 83-2881   FAX 83-7583東松島市赤井字川前参番152-20  電話 83-2881   FAX 83-7583㈱共栄産業青果�

営業日：月～土曜日　午前10：00～午後6：00

安心・あんぜん
・満足�

　　　はらはち
ぶんめ�

日曜日：２ 日・９日�

 16 日・23日�

お正月休み：1月1日～6日�

12月の�
定休日�
12月の�
定休日�※30日・31日は営業いたします�

建
築
物
等
の
地
震
防
災
対
策

助
成
制
度

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
木
造
住

宅
耐
震
改
修
工
事
・
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
除
却
に
関
す
る
助
成

事
業
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
募
集
期
間　

①
木
造
住
宅
耐
震

診
断
助
成　

〜
1
月　

日（
木
）

31

　

②
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助

成　

〜
1
月　

日（
木
）

31

　

③
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
助

成
受
付
は
随
時

■内容　野蒜海岸に初日の出を拝むため訪れた人たちに、
１年の願い事を書いた凧を上げてもらいます
■日時　平成20年１月１日（火）　６時
■場所　野蒜海岸
■配布　凧1,000個（無料）チャリティー募金箱設置
■おみくじ　大吉が出た方先着10人にプレゼントあり
■主催　市商工会青年部
■問　市商工会�82-2088、市商工会鳴瀬支所�87-
2026

延びる開眼多幸上げ（野蒜海岸凧揚げ）まつり

　
　
　

お
知
ら
せ
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平
成　

年
度
版
み
や
ぎ
手
帳
販
売

20

　

み
や
ぎ
手
帳（
大
型
版　

円
）は
、

500

　

月
３
日（
月
）か
ら
企
画
政
策
課

12で
販
売
し
ま
す
。

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

�
内
線
１
２
３
５

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

移
動
献
血
車
が
き
ま
す
。皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
　

月
９
日（
日
）　

時
〜

12

10

　

時
／　

時
〜　

時

12

13

16

■
場
所　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
矢
本
店

■
日
時　
　

月　

日（
土
） 　

時

12

29

10

〜　

時
／　

時
〜　

時

12

13

16

■
場
所　

ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
矢
本

■
日
時　

１
月　

日（
日
） 　

時

13

10

〜　

時
／　

時
〜　

時

12

13

16

■
場
所　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
矢
本
店

※
今
回
の
献
血
は　

･　

歳
の
方

16

17

は　

�
献
血
、　

歳
以
上
の
方

200

18

は　

�
献
血
で
実
施
し
ま
す
。

400

■
問　

国
保
健
康
課
健
康
推
進
班

�
内
線
3
1
0
2
･
3
1
0
9

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

受
講
者
募
集

　

就
職
を
前
提
と
し
た
技
能
講
習

な
ど
を
行
う
国
の
事
業
で
、一
般

の
求
職
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
講
習
名　

住
宅
総
合
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
技
能
講
習
内
装
Ｃ
コ
ー
ス

■
内
容　

ク
ロ
ス
張
替
え
な
ど
の

知
識
･
技
能
の
習
得

■
対
象　
　

歳
台
前
半
で
就
職
を

60

希
望
し
て
い
る
県
内
居
住
者

■
定
員　
　

人（
受
講
料
無
料
）

28

■
日
程　

平
成　

年
１
月　

日

20

17

（
木
）〜　

日（
水
）（
５
日
間
）

23

■
会
場　

五
味
倉
生
活
セ
ン
タ
ー

■
締
切
日　

１
月
４
日（
金
）必
着

■
問
・
申
し
込
み　

（
社
）市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

�　

－86

１
０
９
７

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

交
通
事
故
被
害
に
遭
わ
れ
相
談

先
に
お
困
り
の
方
へ
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

�
０
５
７
０

－

０
０
０
７
３
８（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ

Ｐ
電
話
か
ら
の
番
号
は
�　

－03

３
２
８
８－

３
６
７
１
）

無
料
人
権
相
談
所
開
設

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、暴
力
、い
じ
め
、

家
庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人
権
擁

護
委
員
が
受
け
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日（
金
）　

時
〜

12

14

10

　

時
15

■
場
所　

小
野
公
民
館

■
問　

鳴
瀬
総
合
支
所　

�
内
線

２
１
０
５

司
法
書
士
無
料
相
談

■
内
容　

土
地
境
界
／

土
地
売
買
・

登
記
／

相
続
／

多
重
債
務（　

万
140

円
ま
で
）・
破
産
／

少
額
訴
訟
な

ど
の
法
律
相
談（
秘
密
厳
守
）

■
日
時　
　

月
４
日（
火
）　

時
〜

12

10

　

時
15

■
場
所　

小
野
公
民
館

■
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

20

11

（
金
）　

時
〜　

時

10

15

■
場
所　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
予
約

が
必
要
で
す（
８
人
限
定
）

■
問　

総
務
課
総
務
班　

�
内
線

１
２
１
７

全
国
一
斉
多
重
債
務
者
相
談

ウ
ィ
ー
ク　
月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

12

10

16

■
予
約
受
付
期
間　
　

月
１
日

12

（
土
）〜
７
日（
金
）９
時
〜　

時
16

■
予
約
電
話（
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）　

�　

－

　

－

５
１
８
８

022

261

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～知っ得情報～

　
　
　

相　

談

TEL 87－3818Ｒ�
SPEEDY車検�

SPEEDY30分車検�SPEEDY30分車検�
TEL 87－3818

各社新車、中古車販売�

鳴瀬畠山自動車�
FAX 87－3817

〒981－0303 東松島市小野字中央2－2

ファブリカ�

��

板 金 ・ 塗 装�

東松島小野店�

心
の
健
康
相
談

　

イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

悩
み
、ま
た
は
認
知
症
や
精
神
疾

患
で
相
談
し
た
い
こ
と
の
あ
る
方

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　
　

月　

日（
木
）　

時

12

13

14

■
場
所　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
担
当
医　

ひ
か
り
サ
ン
テ
ク
リ

ニ
ッ
ク　

加
藤
光
三
氏

■
申
し
込
み　
　

月
６
日（
木
）ま

12

で
に
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問　

福
祉
課
福
祉
班　

�
内
線

１
１
７
４
・
１
１
７
５

石�のじょうとういつわ�
墓石�
建築貼り石�

　　上東五和�
東松島市牛網字駅前１丁目3－9�
（R45・JR小野駅前）�
TEL/0225(86)1131・FAX/0225(86)1132�
http://www.jotoitsuwa.com
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身
体
・
知
的
障
害
者
相
談

員
に
よ
る
相
談
会
開
催

　

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障

害
者
相
談
員
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す（
自
宅
相
談
も
あ
り
）。

■
日
時　
　

月　

日（
火
）９
時　

12

18

30

分
〜　

時　

内
海
相
談
員（
身

12

体
）・
相
浦
相
談
員（
身
体
）

　

時
〜　

時　

内
海
相
談
員

13

16

（
身
体
）・
石
垣
相
談
員（
身
体
）

■
場
所　

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
隣
室（
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ
内
） 

■
問　

福
祉
課
福
祉
班　

�
内
線

1
1
7
6
〜
1
1
7
8

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
実
施
中

　

市
で
は
、平
成　

年
４
月
１
日

20

を
基
準
日
に　

歳
の
方
を
対
象
に

50

人
間
ド
ッ
ク
、　

歳
・　

歳
の
方
を

48

53

対
象
に
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。申
込
者
に
は
受
診
通
知
書

を
送
り
ま
す
の
で
、指
定
医
療
機

関
で
受
診
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　

平
成　

年
２
月　

20

29

日（
金
）ま
で

■
負
担
金　

各
医
療
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
・
申
し
込
み　

国
保
健
康
課

健
康
推
進
班　

�
内
線
３
１
０

２
・
３
１
０
９

子
ど
も
の
個
別
心
理
相
談
会

　

子
ど
も
の
成
長
発
達
や
子
育
て

の
心
配
事
に
つ
い
て
、心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
相
談
を
お

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　
　

月　

日（
月
）

12

17

　
　
　
　
　
　

時
〜（
各　

分
間
）

13

50

■
場
所　

矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

今
野
広

子
心
理
士

■
申
し
込
み　
　

月　

日（
月
）ま

12

10

で
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い

■
問　

国
保
健
康
課
健
康
推
進
班

　

�
内
線
３
１
０
６

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
説
明
会
開
催

■
内
容　

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
と
パ
ー
ト
助
成
金
に
つ
い

て（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

■
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

20

16

（
水
）　

時　

分

13

30

■
場
所　

石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

宮
城
労
働
局
、（
社
）宮

城
労
働
基
準
協
会
仙
台
・
石
巻
・

古
川
・
大
河
原
支
部

■
問　

宮
城
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

�　

－

　

－

８
８
４
４

022

299

み
や
ぎ
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

■
内
容　

①
子
育
て
座
談
会（
斎

藤 
恭  
紀 
気
象
予
報
士
ほ
か
）

や
す 
の
り

　

②
親
子
体
操（
佐
藤 
弘  
道 
氏
）

ひ
ろ 
み
ち

■
対
象　

①
県
民　

人　

②
４
〜

500

６
歳
の
子
ど
も
と
親　

組（　

200

400

人
）※
応
募
多
数
は
抽
選

■
日
時　

平
成　

年
２
月
２
日

20

（
土
）　
　

時　

分

13

20

■
場
所　

東
北
福
祉
大
学

■
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
①

参
加
希
望
者
氏
名（
親
子
体
操

は
○
で
囲
む
）②
住
所
③
電
話

番
号
④
託
児（
０
〜
３
歳
）利
用

の
有
無
を
記
入
し
応
募

■
締
め
切
り　
　

月　

日（
火
）必

12

25

着
■
問　

宮
城
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も

家
庭
課
�　

－

　

－

２
５
２
８

022

211

　

〒　

－

８
５
７
０（
住
所
不
要
）

980

10年保証住宅・住宅防音工事・耐震改修工事・エクステリア�
広域住まいの改善相談（NPO）・住宅用火災報知機・�
高齢者、障害者住宅改善�

建設関連従事者の国民健康保険・労災保険・退職金制度�

 TEL 82－5978�
FAX 82－6748

宮城県建設業国民健康保険組合矢本支部�TEL 83－3572

東松島市矢本建設職組合�
TEL 82－6498

事 務 局�

　

市
教
育
委
員
会
の
佐
々
木
寛
教
育
長

が　

月　

日（
月
）、病
気
療
養
中
の
石

10

29

巻
市
内
の
病
院
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

享
年　

歳
で
し
た
。

72

　

県
内
の
中
学
校
長
や
県
仙
台
教
育
事

務
所
長
、県
教
育
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、

平
成　

年
５
月
に
東
松
島
市
初
の
教
育

17

長
に
就
任
。合
併
後
の
学
校
経
営
の
指

導
･
調
整
や
小
学
校
段
階
か
ら
の
英
語

教
育
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、本
市
の
教
育

行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
寛
教
育
長

が
逝
去

資源循環型社会形成を目指して�

タッグ�株式会社�

宮城県東松島市川下字内響132番地17�
電話（0225）86-1088
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　今年も69歳以下の女性を対象に実施します。申込者には対象

地区記載の受診票をお送りします。

ヘルシーインフォメーション�

● 健康相談・予防接種のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票が届かない方と転入された方はご連絡ください。
※乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。

■問　国保健康課健康推進班　�内線3103

会　　　場受付時間実施月日対　　象　　者行　　事

矢本子育て支援センター９：30～１１：３０１２月４日（火）妊産婦および生後３カ月程度までの乳児妊産婦・赤ちゃん健康相談

矢本保健相談センター１３：００～１３：３０１２月１３日（木）平成１９年８月２３日～９月１３日生まれ（矢本地区）
B C G 予 防 接 種

鳴瀬保健相談センター１３：００～１３：３０１２月１８日（火）平成１９年７月２５日～９月１８日生まれ（鳴瀬地区）

矢本保健相談センター９：００～９：２０１２月１９日（水）平成１９年５月生まれ７ ヵ 月 健 康 相 談

矢本保健相談センター１３：００～１３：２０１２月１９日（水）平成１９年２月生まれ１０ ヵ 月 健 康 相 談

矢本保健相談センター１３：００～１３：３０１２月１１日（火）平成１８年１月～３月生まれ　追　加（矢本地区）

三 種 混 合 予 防 接 種 鳴瀬保健相談センター１３：００～１３：３０１２月１２日（水）平成１９年２月～５月生まれ　２回目（鳴瀬地区）

矢本保健相談センター１３：００～１３：３０１月１０日（木）平成１９年４月～６月生まれ　１回目（矢本地区）

矢本保健相談センター１３：００～１３：３０１２月１４日（金）平成１３年１０月～１２月生まれ　第２期（矢本地区）麻しん風しん混合予防接種

矢本保健相談センター９：３０～１１：３０１２月７日（金）乳幼児およびその保護者の方子 ど も 健 康 相 談

対　象　地　区受付時間月　日

横沼二・貝殻塚二８：００～８：３０

１２月３日（月） 東大溜・横沼一・貝殻塚一９：３０～１０：００

筒場・上浜一・西新町１２：００～１２：３０

高田・下浜一・御下・南六８：００～８：３０

１２月４日（火） 照井・中東・寺・下町三９：３０～１０：００

横関・南一、二、三１２：００～１２：３０

下町四・上浜三・下浜二・南五８：００～８：３０

１２月５日（水） 鹿妻一、二・南新二９：３０～１０：００

柳北１２：００～１２：３０

柳下・中・裏一８：００～８：３０

１２月６日（木） 下町二・小松台・五味倉・南新一９：３０～１０：００

柳上・塩入・小分木・大島・裏二１２：００～１２：３０

● 乳がん検診のお知らせ（矢本地区）

　矢本地区の乳がん検診を下記の日程で実施します。申し込みされ

ていない方で受診を希望される方はお早めに申し込みください。

　■日程　１２月３日(月)～１２月６日(木)

　■場所　矢本保健相談センター

※都合により､決められた日に受診できない方は､上記日程の都合の良い

日に受診してください。

■問　国保健康課健康推進班　�内線3102･3109

エステケア�
①フェイシャルエステ�
　50分　￥2,500�
②アロマリンパマッサージ（全身）�
　50分　￥2,800

ＴＥＬ.080-1821-8709　新東名3-3-6�

年中無休で朝9時から夜11時まで営業［予約制］�

20才～80才の�
疲れが取れない方�（� ）�

● 骨密度健診のお知らせ（鳴瀬地区）

会　　　　　　場受付時間月　日

小野公民館
９：００～１１：３０

１２月７日（金）
１３：００～１５：００

野蒜公民館
９：００～１１：３０

１２月８日（土）
１３：００～１５：００

※都合により､決められた日に受診できない方は､上記日程の都合の良い
日に受診してください。

■問　国保健康課健康推進班　�内線3102･3109

自宅でがん療養中の方や家族の方へ

「ホッとサロン」に来てみませんか
　誰にも話せず、不安な気持ちを抱えたまま心が重くなっ

ていませんか？「ホッとサロン」はそのような方々が集い、

ゆったりとお茶を飲みながら過ごせる場所です。がん経験

者の家族などのボランティアや医療・介護関係者も支援し

ています。ぜひ一度足を運んでみてください。

■日　時　毎週木曜日（第５木曜日除く）　10時～15時

■場　所　石巻市中里６丁目11-15　事務局北川宅

■参加費　毎回100円（茶菓代）　昼食希望者は別途300円

■問　県石巻保健福祉事務所企画班　�95-1420

■広告を掲載しませんか■
　「市報ひがしまつしま」に掲載する広告を募集しています。広
告欄を使って、会社やグループをど～んと宣伝しませんか？
■掲 載 枠　第１種広告 10,000円（45mm×85mm）
　　　　　　第２種広告 20,000円（45mm×180mm）
■応募締切　掲載希望月号の前々月（土、日曜日または休日の

場合はその前日）
　例）２月号掲載…１２月２８日(金) ３月号掲載…１月３１日(木)
■問　企画政策課情報広報班  �内線1236
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編編編編編編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集集集集集集

室室室室室室室室室室室室室室室室

かかかかかかかかかかかかかかかか

らららららららららららららららら

編 
集 
室 
か 
ら

ち
ょ
っ
と
見
て

今
月
の
一
枚

　

早
い
も
の
で
、今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
１
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。今

年
を
振
り
返
る
と
身
近
な
と
こ
ろ

や
全
国
的
に
も
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。

　

深
谷
病
院
問
題
や
年
金
問
題
、食

品
偽
装
事
件
、飲
酒
事
故
・
殺
人
事

件
の
多
発
な
ど
景
気
が
良
く
な
い

せ
い
か
少
し
暗
い
話
題
が
多
か
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。広
報
で
は
出

来
る
だ
け
明
る
い
話
題
を
載
せ
て
き

た
つ
も
り
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
出

来
る
だ
け
多
く
街
の
話
題
や
皆
さ

ん
の
役
に
立
つ
情
報
な
ど
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
気
が
早
い
で
す
が
、来
年
は

明
る
い
年
に
な
る
よ
う
に
祈
念
し
ま

す
。皆
さ
ん
良
い
お
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。　
 

　

藤
田

●
休
日
診
療
担
当
医
院
表
●

鳴　瀬　地　区矢　本　地　区小　　　児　　　科
月　　日

電　　話医　　院　　名電　　話医　　院　　名電　　話医　　院　　名

８３－７１１１真 壁 病 院２２－１１５２阿部こどもクリニック１２／２（日）

８７－３８５３鳴 瀬 中 央 医 院８３－２１１１仙 石 病 院　２２－０２０８北 川 小 児 科 医 院１２／９（日）

８２－２０３０加 藤 医 院９２－７６５１佐久間眼科小児科医院１２／１６（日）

８８－３７３７佐 幸 内 科８２－９９３０み や ぎ 東 部 循 環 器 科９３－９６９３おおば小児クリニック１２／２３（日）

８３－２１２１藤 野 整 形 外 科２２－１７１４田 中 小 児 科 医 院１２／２４（月）

９５－４１２１中山こどもクリニック１２／２９（土）

２２－１１５２阿部こどもクリニック１２／３０（日）

２２－０２０８北 川 小 児 科 医 院１２／３１（月）

９２－７６５１佐久間眼科小児科医院１／１（火）

９３－９６９３おおば小児クリニック１／２（水）

２２－１７１４田 中 小 児 科 医 院１／３（木）

※救急医療機関として、市内では、真壁病院�82-7111、仙石病院（泌尿器科、脳
神経外科）�83-2111が24時間体制で救急患者の診療にあたっています。また、
石巻圏域では、石巻赤十字病院�21-7220、石巻市立病院�23-3200が、24時間
体制で救急患者の診療にあたっています。診療が必要な場合は、電話確認をし
てから受診されるようお願いします。

　

「
住
民
が
一
番
嫌
う
の
は
押
し
付

け
な
の
で
す
」

　

先
月
、東
北
地
区
の
自
治
体
広
報

担
当
者
が
集
ま
る
サ
ミ
ッ
ト
で
教
え

ら
れ
た
言
葉
で
す
。

　

先
月
号
で
ご
み
に
関
す
る
特
集

を
組
ん
だ
と
き
に
唯
一
気
を
つ
け

た
の
が
こ
の
言
葉
。行
政
側
か
ら「
こ

う
し
な
さ
い
」と
い
う
の
で
は
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、

行
動
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
、特
集
の
作
成
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

発
行
後
、も
っ
と
読
み
や
す
く
で

き
な
か
っ
た
か
な
と
反
省
も
し
ま
し

た
。し
か
し
、担
当
か
ら
反
響
が
あ
っ

た
と
の
報
告
を
受
け
、サ
ミ
ッ
ト
で

の
言
葉
と
反
省
を
胸
に
、今
後
も
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。　
 

尾
形

ご
結
婚

ご
結
婚　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍籍戸籍ののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどまど

行
政
区　

氏　
　
　

名　
　

享
年

上
河
戸
一　

山
口　
 
三  
郎  

　

さ
ぶ 

ろ
う

８０

東
名
新
場　

大 
　
 
篁  
子  

　

こ
う 

こ

６６

下
浜
一　

津
田　

と
し
こ　
 　
　
８６

上
河
戸
三　
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（平成19年11月１日�

　　　 現在の住民基本台帳）�

男�

女�

計�
世帯数　14,881戸�
　　　　（　）内は前月比�

人（＋ 2）�

人（＋ 22）�

人（＋ 24）�

21,489�

22,349�

43,838

市の人口�

午前９時～午後５時まで

▲10月28日（日）、赤井（伊里山農園）で
のさつまいも掘り体験での１枚
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第59回�
「人権週間」�
のお知らせ�

12月４日～10日�

は�

「人権週間」です�

平成19年10月20日発効�

宮城県最低賃金�

639円�
特定の産業には、産業別最低賃金�

が定められています。�

厚生労働省�
都道府県労働局･労働基準監督署�

12 月�12 月�市民のカレンダー�市民のカレンダー� 12月1日～12月31日�

情報広報班メールアドレス　koho@city.higashimatsushima.miyagi.jp 
東松島市ホームページ　http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp
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※市報掲載写真（JPGデータ）の提供を希望の方は、情報広報班
（�内線1238）までご連絡ください。データでお渡しします。

環境にやさしい植物性大豆油�
インキで印刷しています。�

古紙配合率100％�
再生紙を使用しています�

土 ～SAT～金 ～FRI～木 ～THU～水 ～WED～火 ～TUE～月 ～MON～日 ～SUN～

�� �

■おはなし会　�図 
　15：00
■なかよし発表会
（中央幼）
■おゆうぎ会
　（大曲幼）
■なかよし発表会・
おゆうぎ会

　（各市内保育所）

10月20日（土）、バウンズ88で行われ10月20日（土）、バウンズ88で行われ
たシルバー人材センターのボランたシルバー人材センターのボラン
ティアの様子ティアの様子

東松島市から東松島市から
飲酒運転を根絶しよう飲酒運転を根絶しよう��

�� ���� ��� ��� ����� ��

■おはなし会　�図 
　15：00

■夜間開館　�図 
　～19：00
■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■おはなし会　�図 
　11：00　15：00

■市民課窓口延長
　～19：00
■行政・生活相談
　小野公民館
　10：00
■ちびっこクラブ
（中央幼）

■図書館休館日
■振替休業日
　（中央幼・大曲幼）

■クリスマスお祝い
会（鳴瀬幼）

��� ���� ���� ���� ������� ��

■クリスマスおはな
し会　�図 

　11：00　14：00

■無料人権相談
　小野公民館
　10：00

■夜間開館　�図 
　～19：00
■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■おはなし会　�図 
　11：00　15：00

■機能訓練　�老 
　9：30

■図書館休館日■東松島旬の市
　奥運
　10：00～13：00
■クリスマス会（矢
本幼・はなぶさ幼）

�������� ���� ���� ����������

■おはなし会　�図 
　15：00
■マスコットゆきだ
るま作り教室

　10：00

■２学期終業式（市
内小中学校・市立
幼稚園・私立幼稚
園）

■生活相談　�老 
　10：00

■夜間開館　�図 
　～19：00
■囲碁将棋のつどい
　�老 　10：00

■おはなし会　�図 
　11：00　15：00
■犬・猫引取日
　鳴保
　9：50～10：00
　矢保
　10：15～10：30

■市民課窓口延長
　～19：00
■２歳児のつどい
　（はなぶさ幼）

■図書館休館日

������ ���� ���� �����
振替休日

�����
文化の日

■ゴミ収集休業
　（～1/3）

■官公庁仕事納め
■図書館休館日
　（～1/3）

■夜間開館　�図 
　～19：00

■おはなし会　�図 
　15：00

■図書館休館日■図書館休館日

�����
役　…市役所　　　　　　　　82-1111�

鳴総…鳴瀬総合支所　　　　　82-1111�

矢保…矢本保健相談センター　82-1123�

鳴保…鳴瀬保健相談センター　82-1111�

老　…老人福祉センター　　　83-2851�

矢子…矢本子育て支援センター84-2676�

鳴子…鳴瀬子育て支援センター87-2338�

図　…東松島市図書館　　　　82-1120�

縄文…奥松島縄文村歴史資料館88-3927�

蔵　…蔵しっくパーク　　　　84-1770

市
役
所
ほ
か�

東コ…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ　　82-6969�

曲コ…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ　　82-5965

市体…市民体育館　　　　　　82-9030�

赤体…赤井地区体育館　　　　82-6803�

矢運…矢本運動公園　　　　　82-6804�

鷹来…鷹来の森運動公園　　　82-1101�

奥運…奥松島運動公園　�

　　　　　 (バウンズ88含む)　88-4588�

健増…健康増進センター　　　84-3855

コ
ミ
セ
ン�

体
育
施
設�

お問い合わせはこちら�

�

Ａ …市民体育館�

Ｂ …バウンズ88�

Ｃ …赤井地区体育館�

 D  …テニスコート�
      （矢本運動公園）�

体育施設一般開放日�

日時を変更する場合が
あります。お問い合わ
せは、スポーツ振興班
まで　�82-9030


